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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
「ちばぎんコア投資ファンド（安定型）」は、2023年７月10日に第８期の決算を行いましたので、期中
の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2015年７月31日から無期限です。 

運 用 方 針 投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

年１回、毎決算時に委託会社が基準価額水準、市況動向などを勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額

が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益及び売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。 

 

ちばぎんコア投資ファンド（安定型） 
＜愛称 ちばぎんラップ・ファンド（安定型）＞ 

第８期（決算日 2023年７月10日） 



品 名：90148_500000_008_04_ちばぎんコア投資ファンド（安定型）_974694.docx 

日 時：2023/8/22 18:51:00 

ページ：2 

 

 

ちばぎんコア投資ファンド（安定型）＜愛称 ちばぎんラップ・ファンド（安定型）＞ 

目 次 
 

ちばぎんコア投資ファンド（安定型） ·························· １ 

 

 

（ご参考）投資対象先の直近の内容 
 

FOFs用 国内株式インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） ··· 17 

FOFs用日本株式ESGセレクト・リーダーズ・インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） ···· 65 

国内株式アクティブバリューファンド（適格機関投資家専用） ··· 95 

日本長期成長株集中投資ファンド（適格機関投資家専用） ···· 117 

FOFs用国内株式EVIバリューファンド（適格機関投資家専用） ·· 121 

FOFs用 日本債券ツイン戦略ファンドS（適格機関投資家専用） ······ 128 

マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用） ····· 154 

明治安田FOFs用日本債券アクティブ戦略ファンド（適格機関投資家専用） ·· 162 

ニッセイ国内債券アクティブプラス（FOFs用）（適格機関投資家専用） ··· 181 

SMDAM日本債券ファンド（適格機関投資家専用） ············· 182 

FOFs用 外国株式インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） ·· 183 

FOFs用外国株式ESGリーダーズ・インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） ·· 241 

グローバル株式コンセントレイト・ファンド（適格機関投資家専用） ·· 286 

ブランディワイン･グローバル株式ファンド（適格機関投資家専用） ·· 303 

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用） ··· 328 

世界エクイティ・ファンド（適格機関投資家向け） ·········· 354 

Capital Group New Economy Fund（LUX）Class ZL ··········· 377 

FOFs用世界債券総合インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） ··· 387 

フィデリティ外国債券アクティブ・セレクト・ファンド（適格機関投資家専用） ·· 388 

FOFs用新興国株式インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） ·· 399 

ウエスタン・グローバル債券ファンド（適格機関投資家専用） ······ 400 

FOFs用 J-REITインデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） ·· 435 

FOFs用 グローバルREITインデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） ·· 460 

FOFs用 グローバル・コモディティ（米ドル建て）・ファンドS（適格機関投資家専用） ·· 501 

FOFs用ゴールド・ファンド 為替ヘッジあり（適格機関投資家専用） ·· 523 

BlueBay Investment Grade Absolute Return Bond Fund － クラスS-JPY ··· 542 

FOFs用 ピクテ マルチストラテジー リンクファンドS（適格機関投資家専用） ·· 553 

FOFs用 米国株式LSファンドS（適格機関投資家専用） ········ 577 

FOFs用 コモディティＬＳアルファ・ファンドS（適格機関投資家専用） ······ 597 

FOFs用 米国株式イントラデイ・トレンド戦略ファンドS（適格機関投資家専用） ·· 617 

ノムラFOFs用 日本株ベータヘッジ戦略ファンド（適格機関投資家専用） ·· 637 

ウエスタン・カレンシー・アルファ・ファンドS（適格機関投資家専用） ·· 670 

MA Hedge Fund Strategies Limited   ···················· 684   



品 名：90148_500000_008_04_ちばぎんコア投資ファンド（安定型）_974694.docx 

日 時：2023/8/22 18:51:00 

ページ：3 

 

 

ちばぎんコア投資ファンド（安定型）＜愛称 ちばぎんラップ・ファンド（安定型）＞ 

・投資対象としている投資信託証券 

投資信託証券 

FOFs用 国内株式インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

FOFs用日本株式ESGセレクト・リーダーズ・インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

国内株式アクティブバリューファンド（適格機関投資家専用） 

日本長期成長株集中投資ファンド（適格機関投資家専用） 

FOFs用国内株式EVIバリューファンド（適格機関投資家専用） 

FOFs用 日本債券ツイン戦略ファンドS（適格機関投資家専用） 

マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用） 

明治安田FOFs用日本債券アクティブ戦略ファンド（適格機関投資家専用） 

ニッセイ国内債券アクティブプラス（FOFs用）（適格機関投資家専用） 

SMDAM日本債券ファンド（適格機関投資家専用） 

FOFs用 外国株式インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

FOFs用外国株式ESGリーダーズ・インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

グローバル株式コンセントレイト・ファンド（適格機関投資家専用） 

ブランディワイン･グローバル株式ファンド（適格機関投資家専用） 

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用） 

世界エクイティ・ファンド（適格機関投資家向け） 

Capital Group New Economy Fund（LUX）Class ZL 

FOFs用世界債券総合インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

フィデリティ外国債券アクティブ・セレクト・ファンド（適格機関投資家専用） 

FOFs用新興国株式インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

ウエスタン・グローバル債券ファンド（適格機関投資家専用） 

FOFs用  J-REITインデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

FOFs用 グローバルREITインデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

FOFs用 グローバル・コモディティ（米ドル建て）・ファンドS（適格機関投資家専用） 

FOFs用ゴールド・ファンド 為替ヘッジあり（適格機関投資家専用） 

BlueBay Investment Grade Absolute Return Bond Fund － クラスS-JPY 

FOFs用  ピクテ マルチストラテジー リンクファンドS（適格機関投資家専用） 

FOFs用  米国株式LSファンドS（適格機関投資家専用） 

FOFs用 コモディティ LS アルファ・ファンドS（適格機関投資家専用） 

FOFs用 米国株式イントラデイ・トレンド戦略ファンドS（適格機関投資家専用） 

ノムラFOFs用 日本株ベータヘッジ戦略ファンド（適格機関投資家専用） 

ウエスタン・カレンシー・アルファ・ファンドS（適格機関投資家専用） 

MA Hedge Fund Strategies Limited 

 
※次頁以降、上記名称から「（適格機関投資家専用）」の表記を省略している場合があります。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

４期(2019年７月10日) 9,742 0 0.5 98.9 3,040 

５期(2020年７月10日) 9,693 0 △ 0.5 98.7 2,192 

６期(2021年７月12日) 10,665 20 10.2 98.2 1,663 

７期(2022年７月11日) 10,559 0 △ 1.0 99.0 1,490 

８期(2023年７月10日) 10,857 0 2.8 98.9 1,410 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を特定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年７月11日 10,559 － 99.0 

７月末 10,671 1.1 99.1 

８月末 10,689 1.2 99.4 

９月末 10,418 △1.3 99.3 

10月末 10,507 △0.5 99.8 

11月末 10,548 △0.1 99.6 

12月末 10,347 △2.0 99.9 

2023年１月末 10,488 △0.7 99.3 

２月末 10,483 △0.7 99.4 

３月末 10,546 △0.1 99.4 

４月末 10,601 0.4 100.0 

５月末 10,760 1.9 99.6 

６月末 10,902 3.2 99.0 

(期  末)    

2023年７月10日 10,857 2.8 98.9 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2022年７月12日～2023年７月10日) 

 
 

  

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注３） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年７月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注４） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの投資対象ファンドの騰落率は以下の通りです。 

 

 
 

当ファンドの基準価額は、当期末において10,857円となり、期首比2.8％（信託報酬控除後、分配金再投資

ベース）の上昇となりました。なお、期中の分配は見送りました。 

国内株式および先進国株式などがプラスに寄与した一方で、国内債券などがマイナスに影響しました。 
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国内株式市場 

国内株式市場は、期初から2022年８月中旬にかけては米国金融引き締めの加速観測がやや後退したことや、
参議院選挙で自民党が改選議席の過半数を単独で確保したことなどを好感し上昇しました。９月下旬にかけ
ては、「ジャクソンホール会議」でのパウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長のタカ派的な発言やグローバ
ルな景気後退への警戒感の高まりから下落しました。11月下旬にかけては、英国の減税計画撤回や堅調な内外
企業の決算などが好感され上昇しました。2023年１月上旬にかけては、欧米の金融引き締めに伴う景気後退へ
の警戒や日銀による金融政策の修正などを受けて下落しました。その後、３月上旬にかけて、日銀が金融緩和
策の維持を決定したことや円安の進行などを背景に上昇しましたが、３月中旬にかけては、米国地銀の破綻を
発端とした金融システムへの不安の強まりを受けて下落しました。期末にかけては、欧米の金融システム不安
に対する主要国の政府・中央銀行の迅速な対応に加え、日銀の金融緩和策維持の決定や米国の半導体企業の好
決算、海外投資家による日本株選好の動きなどを背景に上昇基調となりました。 

 
国内債券市場 

国内債券市場は、期初から2022年８月上旬にかけては、日銀が金融政策の現状維持を決定したことに加え、
海外の景気後退懸念が意識され、利回りは低下しました。その後、９月下旬にかけては「ジャクソンホール会
議」でのパウエルFRB議長のタカ派的な発言や各国中央銀行の利上げ、トラス英国政権による大規模な減税策
と国債増発計画の発表などを受けて、利回りは上昇しました。その後、12月中旬にかけては0.25％近辺で推移
しましたが、日銀が12月の金融政策決定会合において長期金利の目標レンジをプラスマイナス0.50％程度に
拡大したことから国内長期金利は上昇し、2023年３月上旬にかけては0.50％近辺で推移しました。その後、３
月下旬にかけては日銀が金融緩和策の維持を決定したことや米国地銀の破綻を発端とした金融システム不安
の強まりを受け、急低下しました。期末にかけては、欧米の金融システム不安の後退や日銀による金融政策修
正への警戒感などから利回りは上昇しました。 

 
先進国株式市場 

先進国株式市場は、期初から2022年８月中旬にかけては、米国金融当局による利上げ加速観測が後退したこ
とや、ロシア産天然ガスの供給不安が和らいだことなどが好材料視され、上昇しました。10月中旬にかけては、
米国金融当局による利上げ継続観測が再び強まったことや欧州における天然ガス価格の急騰、英国における
財政悪化懸念の台頭などを背景に、下落しました。その後、2023年２月上旬にかけては、英国を中心とした金
融市場の混乱が落ち着きを取り戻したことや米国の金融当局が利上げペースを緩めるとの観測が強まったこ
と、暖冬の影響で欧州のエネルギー供給に対する懸念が和らいだことなどが好材料視され、上昇しました。３
月中旬にかけては、米国での物価の高止まりを背景に利上げが長期化するとの見方が強まったことや、米国地
銀の破綻を発端とした欧米での金融システム不安を背景に、下落しました。期末にかけては、米国の先行き景
気への懸念が後退したほか、生成系AIへの期待などから上昇基調となりました。 

 
先進国債券市場 

主要国の長期金利は、2022年８月上旬にかけては、欧米の景気の先行きに対する懸念や中国での新型コロナ
ウイルス感染再拡大、米国の急速な利上げ観測の後退などを背景に、利回りは低下しました。10月下旬にかけ
ては、欧米の金融当局による積極的な利上げ継続観測や、英国の大規模な減税策などを受けて、利回りは上昇
しました。2023年２月上旬にかけては、英国での大規模減税計画の撤回や、米国や欧州でのインフレ低下期待
などを背景に、利回りは低下しました。３月上旬にかけては、米国の堅調な雇用情勢やインフレ圧力の高止ま
りなどを受けて利回りは上昇しましたが、４月上旬にかけては欧米での金融システム不安を受けた世界景気
の悪化懸念やリスク回避姿勢の強まりを背景に、利回りは低下しました。期末にかけては金融システム不安の

投資環境 
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後退や、底堅い米国経済などを背景に利回りは上昇基調となりました。 
外国為替市場では、日米欧の金融政策スタンスの違いから2022年10月にかけて円安が大幅に進行しました

が、日銀の金融政策修正への思惑などから2023年１月にかけて円高に振れました。その後は、日銀新総裁のも
とで金融緩和が継続されるとの見方が強まったことや、欧米の金融引き締めが長期化するとの観測などを背
景に、期末にかけて再び円安が進行しました。 
 

新興国株式市場 

新興国株式市場は、期初から2022年10月にかけては、中国のゼロコロナ政策による景気懸念や、中国共産党
大会を受けて地政学リスクが改めて意識されたことなどから、下落しました。2023年１月にかけては、中国新
指導部によるゼロコロナ政策や不動産規制の緩和などを受けて、景気回復期待が高まったことから上昇しま
した。その後、期末にかけては欧米の金融システム不安や金融引き締め懸念などが重しとなり、揉み合いの展
開となりました。 
 

新興国債券市場 

新興国債券市場は、期初から2022年10月下旬にかけて、世界的なインフレ圧力や欧米先進国の大幅利上げを
背景に、多くの新興国の中央銀行が継続的な利上げを実施したことにより、新興国金利はおおむね上昇しまし
た。その後2023年１月上旬にかけて米国で利上げペースを縮小するとの見方が広がった影響から、新興国金利
も低下基調となりました。その後もインフレ率の鈍化を背景に、多くの国で利回りは低下しました。 
 

国内リート市場 

国内リート市場は、期初から2022年８月下旬にかけては日銀の金融緩和策の維持決定や世界的な金利低下
の動きなどを受けて、上昇しました。10月下旬にかけては、米国での金融引き締めに対する懸念の高まりやJ
リートの公募増資による需給環境の悪化懸念を受けて、下落しました。その後、11月上旬にかけては米国の金
融引き締めに対する懸念の後退などから上昇しましたが、2023年３月中旬にかけては日銀による金融政策の
修正や国内長期金利上昇に対する警戒感、欧米の金融システム不安の高まりなどを受けて、下落しました。期
末にかけては、欧米の金融システム不安に伴う信用収縮懸念の後退や日銀による金融緩和策維持の決定など
を背景に、戻り歩調となりました。 
 

海外リート市場 

海外リート市場は、期初から2022年８月中旬にかけては、欧米での長期金利の低下やグローバル株式市場の
上昇などが追い風となり、上昇しました。10月上旬にかけては、米国において利上げ継続観測が強まり米国の
長期金利が上昇基調となったことや、欧州のエネルギー供給への不安、英国での財政悪化懸念など悪材料が重
なり、下落しました。2023年２月上旬にかけては、英国の新政権に対する期待が広がったことや、米国の金融
当局が利上げペースを緩めるとの観測が強まり米国の長期金利が低下したこと、世界的な株高基調などを背
景に上昇しました。３月下旬にかけては、米国で物価が高止まりを示すなか利上げの長期化観測が強まったこ
とや、欧米での金融システム不安を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まり、下落しました。期末にかけては、
欧米の金融システム不安に伴う信用収縮懸念の後退やインフレに対する警戒感の後退などから堅調に推移し
ました。 
 

コモディティ市場 

商品市場は、主要中央銀行による金融引き締めを受けて先行きの景気後退リスクが意識され需要鈍化懸念
が強まったことなどから、エネルギーセクターを中心に軟調に推移しました。天然ガス市場は、需給ひっ迫懸
念から2022年８月にかけて大幅に上昇しましたが、良好な気象条件を背景に暖房需要が低調となったことや、
米国内での生産が増加したことなどから大きく下落しました。   
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○当ファンド 

国内外の株式・債券といった様々な資産に分散投資するなか、投資対象ファンドのリスク・リターン特性を

踏まえ、これらをうまく組み合わせることで中長期的に安定した収益の獲得を目指しポートフォリオを組成

し運用を行いました。また、デリバティブを含めた様々な投資対象および投資戦略を駆使するヘッジファンド

などを組み入れることで短期的な下振れリスクの抑制が期待できるポートフォリオの構築も意識しファンド

運営を行いました。 
 

○FOFs用日本株式ESGセレクト・リーダーズ・インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

ポートフォリオの配分比率見直しに伴い、「国内株式」へ新規に組み入れました。当期末時点の組入比率は

0.6％です。 

○ニッセイ国内債券アクティブプラス（FOFs用）（適格機関投資家専用） 

ポートフォリオの配分比率見直しに伴い、「国内債券」へ新規に組み入れました。当期末時点の組入比率は

3.3％です。 

○SMDAM日本債券ファンド（適格機関投資家専用） 

ポートフォリオの配分比率見直しに伴い、「国内債券」へ新規に組み入れました。当期末時点の組入比率は

3.3％です。 

○FOFs用外国株式ESGリーダーズ・インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

ポートフォリオの配分比率見直しに伴い、「先進国株式」へ新規に組み入れました。当期末時点の組入比率

は0.4％です。 

○ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用） 

ポートフォリオの配分比率見直しに伴い、「先進国株式」へ新規に組み入れました。当期末時点の組入比率

は1.3％です。 

○世界エクイティ・ファンド（適格機関投資家向け） 

ポートフォリオの配分比率見直しに伴い、「先進国株式」へ新規に組み入れました。当期末時点の組入比率

は1.3％です。 

○FOFs用世界債券総合インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

ポートフォリオの配分比率見直しに伴い、「先進国債券」へ新規に組み入れました。当期末時点の組入比率

は1.5％です。 

○FOFs用新興国株式インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

ポートフォリオの配分比率見直しに伴い、「新興国株式」へ新規に組み入れました。当期末時点の組入比率

は0.5％です。 
 

○FOFs用世界物価連動債ファンドS（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用） 

当ファンドの償還に伴い、「国内債券」の組み入れから除外しました。 

○FOFs用外国債券インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

当ファンドの償還に伴い、「先進国債券」の組み入れから除外しました。 

○Wellington Emerging Markets Research Equity Fund Class J 

ポートフォリオの配分比率の見直しに伴い、「新興国株式」の組み入れから除外しました。 

○FOFs用新興国債券インデックス・ファンドS（適格機関投資家専用） 

当ファンドの償還に伴い、「新興国債券」の組み入れから除外しました。   

当ファンドのポートフォリオ 
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当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在

しないため、ベンチマークおよび参考指数を特定し

ておりません。 

右記グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準価額水準、市況動向等を勘案し、収益分配は行わないことといたしました。 

なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第８期 

2022年７月12日～ 
2023年７月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,259   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
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○今後の運用方針 

主として、国内株式、国内債券、先進国株式、先進国債券、新興国株式、新興国債券、国内リート、海外リー

ト、コモディティ、ヘッジファンドおよびその他の様々な資産を実質的な投資対象とする投資対象ファンドに

分散投資します。 

各資産および各投資対象ファンドへの投資割合は、各資産の期待リターンやリスク、各資産間の相関係数、

各投資対象ファンドのリターン・リスク特性などをもとに決定します。各資産および各投資対象ファンドへの

投資割合は定期的な見直しを行うほか、市場環境などに応じても調整を行います。また適宜リバランスを行い

ます。なお、全ての資産および投資対象ファンドに投資するとは限りません。 

投資対象ファンドについては、定性・定量評価などにより適宜見直しを行います。この際、投資対象ファン

ドとして定められていた投資信託証券が投資対象ファンドから除外されたり、新たな投資信託証券が投資対

象ファンドとして定められることがあります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年７月12日～2023年７月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 146  1.382  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 92)  (0.867)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 49)  (0.461)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.005   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 147   1.387    

期中の平均基準価額は、10,580円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注３） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.70％です。 
 

  

  
（注１） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注３） 各比率は、年率換算した値です。 

（注４） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注５） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注６） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注７） 投資先ファンドのうち、「運用管理費用以外」には、外国籍ファンドの費用の一部が含まれていない場合があります。 

（注８） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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○売買及び取引の状況 (2022年７月12日～2023年７月10日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ノムラFOFs用 日本株ベータヘッジ戦略ファンド 8,718,383 7,930 18,314,235 17,280  

国内株式アクティブバリューファンド 440,413 530 4,743,519 6,220  
世界エクイティ・ファンド 16,756,556 18,420 569,137 620  
FOFs用ゴールド・ファンド 為替ヘッジあり 29,275,547 35,200 17,560,045 22,580  
BlueBay Investment Grade Absolute Return Bond Fund － クラスS-JPY 273 2,920 487 5,220  
明治安田FOFs用日本債券アクティブ戦略ファンド 54,340,264 51,890 38,565,892 36,960  
Wellington Emerging Markets Research Equity Fund Class J 70 770 1,236 14,006  
Capital Group New Economy Fund（LUX）Class ZL 3,009 5,360 1,211 1,930  
ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（ＦＯＦｓ用） 14,064,462 17,950 489,157 620  
ニッセイ国内債券アクティブプラス（ＦＯＦｓ用） 48,209,699 48,290 2,477,494 2,500  
グローバル株式コンセントレイト・ファンド 2,793,650 5,410 1,048,164 1,820  
フィデリティ外国債券アクティブ・セレクト・ファンド 663,597 680 21,070,176 21,820  
日本長期成長株集中投資ファンド 2,742,022 6,770 1,462,823 3,190  
ウエスタン・グローバル債券ファンド 579,856 700 17,600,799 21,390  
ブランディワイン・グローバル株式ファンド 4,254,266 5,430 2,184,935 2,470  
ウエスタン・カレンシー・アルファ・ファンドＳ 7,657,114 6,980 5,639,575 5,280  
MA Hedge Fund Strategies Limited 1,874 19,270 316 3,130  
FOFs用 米国株式LSファンドS 4,474,729 4,730 7,898,943 8,470  
FOFs用 コモディティＬＳアルファ・ファンドＳ 3,999,383 4,810 11,222,167 13,640  
FOFs用日本株式ＥＳＧセレクト・リーダーズ・インデックス・ファンドＳ 8,866,996 8,820 1,936,303 2,220  
FOFs用新興国株式インデックス・ファンドＳ 12,495,154 12,890 6,727,142 7,500  
FOFs用 米国株式イントラデイ・トレンド戦略ファンドS 1,137,965 1,010 5,524,140 4,800  
FOFs用外国株式ＥＳＧリーダーズ・インデックス・ファンドＳ 6,718,580 6,730 1,426,684 1,610  
FOFs用世界債券総合インデックス・ファンドＳ 21,522,284 21,490 1,848,109 1,920  
FOFs用 グローバル・コモディティ（米ドル建て）・ファンドS 3,249,787 4,270 15,835,170 20,750  
FOFs用 日本債券ツイン戦略ファンドS 40,767,572 38,560 65,101,755 61,200  
FOFs用 グローバルREITインデックス・ファンドS 4,120,894 5,960 22,478,904 30,490  
FOFs用 国内株式インデックス・ファンドS 2,215,134 2,670 45,954,331 62,870  
FOFs用 J-REITインデックス・ファンドS 16,160,166 21,320 9,053,461 12,170  
FOFs用 ピクテ マルチストラテジー リンクファンドS 3,582,505 3,590 17,291,050 17,230  
FOFs用新興国債券インデックス・ファンドS 88,513 90 6,087,933 6,362  
FOFs用世界物価連動債ファンドS（為替ヘッジあり） 1,439,415 1,430 19,969,175 17,952  
FOFs用 外国株式インデックス・ファンドS 2,806,039 5,380 34,752,436 74,030  
FOFs用 外国債券インデックス・ファンドS 1,275,848 1,370 51,667,527 56,171  
SMDAM日本債券ファンド 48,501,297 48,430 2,489,201 2,500  
FOFs用国内株式ＥＶＩバリューファンド 4,517,344 6,050 3,384,164 3,770  
マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド 40,599,742 38,960 42,010,773 40,380  

合 計 419,040,403 473,060 504,388,570 613,073  
 
（注） 金額は受け渡し代金。 

  

投資信託証券 
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ちばぎんコア投資ファンド（安定型）＜愛称 ちばぎんラップ・ファンド（安定型）＞ 

○利害関係人との取引状況等 (2022年７月12日～2023年７月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年７月12日～2023年７月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年７月12日～2023年７月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  



品 名：90148_500000_008_04_ちばぎんコア投資ファンド（安定型）_974694.docx 

日 時：2023/8/22 18:51:00 

ページ：14 

 

－ 14 － 

ちばぎんコア投資ファンド（安定型）＜愛称 ちばぎんラップ・ファンド（安定型）＞ 

○組入資産の明細 (2023年７月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ノムラFOFs用 日本株ベータヘッジ戦略ファンド 76,286,500 66,690,648 59,127 4.2 

国内株式アクティブバリューファンド 15,893,457 11,590,351 16,701 1.2 

世界エクイティ・ファンド － 16,187,419 18,762 1.3 

FOFs用ゴールド・ファンド 為替ヘッジあり 66,311,985 78,027,487 98,072 7.0 

BlueBay Investment Grade Absolute Return Bond Fund － クラスS-JPY 3,495 3,281 34,884 2.5 

明治安田FOFs用日本債券アクティブ戦略ファンド 103,898,267 119,672,639 115,508 8.2 

Wellington Emerging Markets Research Equity Fund Class J 1,165 － － － 

Capital Group New Economy Fund（LUX）Class ZL 8,479 10,276 18,498 1.3 

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（ＦＯＦｓ用） － 13,575,305 18,774 1.3 

ニッセイ国内債券アクティブプラス（ＦＯＦｓ用） － 45,732,205 46,221 3.3 

グローバル株式コンセントレイト・ファンド 8,014,967 9,760,453 18,914 1.3 

フィデリティ外国債券アクティブ・セレクト・ファンド 29,883,612 9,477,033 10,327 0.7 

日本長期成長株集中投資ファンド 8,613,487 9,892,686 24,766 1.8 

ウエスタン・グローバル債券ファンド 25,061,436 8,040,493 10,300 0.7 

ブランディワイン・グローバル株式ファンド 12,673,279 14,742,610 18,742 1.3 

ウエスタン・カレンシー・アルファ・ファンドＳ 36,924,500 38,942,039 34,860 2.5 

MA Hedge Fund Strategies Limited 1,834 3,392 33,331 2.4 

FOFs用 米国株式LSファンドS 52,067,822 48,643,608 52,092 3.7 

FOFs用 コモディティＬＳアルファ・ファンドS 55,089,224 47,866,440 59,100 4.2 

FOFs用日本株式ＥＳＧセレクト・リーダーズ・インデックス・ファンドＳ － 6,930,693 8,271 0.6 

FOFs用新興国株式インデックス・ファンドＳ － 5,768,012 6,348 0.5 

FOFs用 米国株式イントラデイ・トレンド戦略ファンドS 23,832,283 19,446,108 17,448 1.2 

FOFs用外国株式ＥＳＧリーダーズ・インデックス・ファンドＳ － 5,291,896 6,331 0.4 

FOFs用世界債券総合インデックス・ファンドＳ － 19,674,175 20,707 1.5 

FOFs用 グローバル・コモディティ（米ドル建て）・ファンドS 33,972,232 21,386,849 28,269 2.0 

FOFs用 日本債券ツイン戦略ファンドS 146,611,502 122,277,319 115,735 8.2 

FOFs用 グローバルREITインデックス・ファンドS 37,318,844 18,960,834 28,555 2.0 

FOFs用 国内株式インデックス・ファンドS 105,805,424 62,066,227 91,193 6.5 

FOFs用 J-REITインデックス・ファンドS 65,934,326 73,041,031 97,714 6.9 

FOFs用 ピクテ マルチストラテジー リンクファンドS 69,275,243 55,566,698 55,950 4.0 

FOFs用新興国債券インデックス・ファンドS 5,999,420 － － － 

FOFs用世界物価連動債ファンドS（為替ヘッジあり） 18,529,760 － － － 

FOFs用 外国株式インデックス・ファンドS 40,376,503 8,430,106 19,460 1.4 

FOFs用 外国債券インデックス・ファンドS 50,391,679 － － － 

SMDAM日本債券ファンド － 46,012,096 46,232 3.3 

FOFs用国内株式ＥＶＩバリューファンド 17,529,997 18,663,177 25,154 1.8 

マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド 144,934,195 143,523,164 138,801 9.8 

合 計 1,251,244,917 1,165,896,751 1,395,164 98.9 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
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ちばぎんコア投資ファンド（安定型）＜愛称 ちばぎんラップ・ファンド（安定型）＞ 

○投資信託財産の構成 (2023年７月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,308,449 92.1 

投資証券 86,714 6.1 

コール・ローン等、その他 25,116 1.8 

投資信託財産総額 1,420,279 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年７月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,420,279,498   

 コール・ローン等 25,115,246   

 投資信託受益証券(評価額) 1,308,449,810   

 投資証券(評価額) 86,714,442   

(B) 負債 9,828,787   

 未払信託報酬 9,789,935   

 未払利息 65   

 その他未払費用 38,787   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,410,450,711   

 元本 1,299,126,539   

 次期繰越損益金 111,324,172   

(D) 受益権総口数 1,299,126,539口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,857円 

 
（注１） 当ファンドの期首元本額は1,411,763,066円、期中追加設定

元本額は32,998,310円、期中一部解約元本額は145,634,837
円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.0857円です。 
 

○損益の状況 (2022年７月12日～2023年７月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 403,090   

 受取配当金 318,590   

 受取利息 9   

 その他収益金 99,900   

 支払利息 △     15,409   

(B) 有価証券売買損益 58,863,947   

 売買益 80,186,837   

 売買損 △ 21,322,890   

(C) 信託報酬等 △ 20,138,140   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 39,128,897   

(E) 前期繰越損益金 114,866,172   

(F) 追加信託差損益金 △ 42,670,897   

 (配当等相当額) (    9,695,182)  

 (売買損益相当額) (△ 52,366,079)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 111,324,172   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 111,324,172   

 追加信託差損益金 △ 42,670,897   

 (配当等相当額) (    9,695,182)  

 (売買損益相当額) (△ 52,366,079)  

 分配準備積立金 153,995,069   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益(266,151円)、
費用控除後の有価証券等損益額(25,322,419円)、信託約款に
規定する収益調整金(9,695,182円)および分配準備積立金
(128,406,499円)より分配対象収益は163,690,251円(１万口
当たり1,259円)ですが、当期に分配した金額はありません。
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ちばぎんコア投資ファンド（安定型）＜愛称 ちばぎんラップ・ファンド（安定型）＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

●投資対象とする投資信託証券を追加およびファンド名変更するため、投資信託約款に所要の変更をいた

しました。 

（変更日：2022年10月12日） 

●投資対象とする投資信託証券を追加および除外するため、投資信託約款に所要の変更をいたしました。 

（変更日：2023年４月12日） 
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2022年５月30日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動きを反映して基準価額は変動し、期末は期首比で上昇しました。

基準価額等の推移
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騰落率：15.2％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

株式への投資は「国内株式インデックス マザーファンド」受益証券の組み入れにより行いました。

【「国内株式インデックス マザーファンド」の運用経過】
ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（１）先物を含む株式組入比率は期を通じて高位を維持しました。

なお、資金の効率的な運用を行う目的で、株価指数先物取引を適宜活用しています。
（２）ＴＯＰＩＸ構成銘柄の中から信用リスクが極めて高いと判断される銘柄を除外し、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の

個別銘柄構成比率に極力合わせたポートフォリオを組成しました。

当ファンドのポートフォリオ

当期の国内株式市場は上昇しました。
新型コロナウイルス感染拡大や米国の金融引き締め
ペースの加速が懸念される一方で、円安・米ドル高が
進行したことなどが下支えとなり、国内株式市場は
2022年11月にかけて一進一退の展開となりました。
その後は、日銀により長期金利の許容変動幅が拡大
されたことが事実上の利上げと解釈され下落しました
が、次期日銀総裁候補である植田和男氏が金融緩和
継続の方針を示したことや引き続き円安・米ドル高が
進行したことが好感され、2023年３月上旬にかけて
堅調に推移しました。期末にかけては、日銀金融政策
決定会合での金融政策の現状維持の決定が好感さ
れたことや好決算の流れを受け、国内株式市場は一
段高となりました。
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2,200

2,400

当期首 当期末

ベンチマーク
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○組入ファンド
当期末

2023年５月29日
国内株式インデックス マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

当ファンドの組入資産の内容

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東
証株価指数）が配当相当分を含まない指数であること
によって生じる要因（プラス）および信託報酬要因（マ
イナス）です。

（％）

0

5

10

15

20

第5期

基準価額
ベンチマーク

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
100.0％

その他
0.0％

○資産別配分
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第５期

2022年５月31日～2023年５月29日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 4,544
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

国内株式インデックス マザーファンドの受益証券への投資を通じて､わが国の金融商品取引所等に上場している
株式に分散投資を行い､ＴＯＰＩＸ(東証株価指数)に連動する投資成果を目標として運用を行います｡

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年5月31日～2023年5月29日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 25円 0.197％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は12,490円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （19） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （4） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 0 0.000
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.000）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 1 0.005
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 26 0.202
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

－ 24 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   24添付ファンド_9pt_974694.indd   24 2023/08/24   13:36:042023/08/24   13:36:04



－ 25 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   25添付ファンド_9pt_974694.indd   25 2023/08/24   13:36:042023/08/24   13:36:04



－ 26 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   26添付ファンド_9pt_974694.indd   26 2023/08/24   13:36:042023/08/24   13:36:04



－ 27 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   27添付ファンド_9pt_974694.indd   27 2023/08/24   13:36:052023/08/24   13:36:05



－ 28 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   28添付ファンド_9pt_974694.indd   28 2023/08/24   13:36:052023/08/24   13:36:05



－ 29 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   29添付ファンド_9pt_974694.indd   29 2023/08/24   13:36:052023/08/24   13:36:05



－ 30 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   30添付ファンド_9pt_974694.indd   30 2023/08/24   13:36:052023/08/24   13:36:05



当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2022年５月30日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動きを反映して基準価額は変動し、期末は期首比で上昇しました。

基準価額等の推移
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第23期首：18,985円
第23期末：21,924円
騰落率：15.5％

純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸)

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（１）先物を含む株式組入比率は期を通じて高位を維持しました。

なお、資金の効率的な運用を行う目的で、株価指数先物取引を適宜活用しています。
（２）ＴＯＰＩＸ構成銘柄の中から信用リスクが極めて高いと判断される銘柄を除外し、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の

個別銘柄構成比率に極力合わせたポートフォリオを組成しました。

当ファンドのポートフォリオ

当期の国内株式市場は上昇しました。
新型コロナウイルス感染拡大や米国の金融引き締め
ペースの加速が懸念される一方で、円安・米ドル高が
進行したことなどが下支えとなり、国内株式市場は
2022年11月にかけて一進一退の展開となりました。
その後は、日銀により長期金利の許容変動幅が拡大
されたことが事実上の利上げと解釈され下落しました
が、次期日銀総裁候補である植田和男氏が金融緩和
継続の方針を示したことや引き続き円安・米ドル高が
進行したことが好感され、2023年３月上旬にかけて
堅調に推移しました。期末にかけては、日銀金融政策
決定会合での金融政策の現状維持の決定が好感さ
れたことや好決算の流れを受け、国内株式市場は一
段高となりました。
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2,000

2,200

2,400
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ トヨタ自動車 日本 3.4％
２ ソニーグループ 日本 3.0％
３ キーエンス 日本 2.2％
４ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本 1.8％
５ 日本電信電話 日本 1.7％
６ 東証株価指数先物 2306 日本 1.5％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ 東京エレクトロン 日本 1.3％
８ 三井住友フィナンシャルグループ 日本 1.3％
９ 武田薬品工業 日本 1.3％
10 日立製作所 日本 1.3％

組入銘柄数 2,086
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

（注２）国別配分においては、上記の他、オフバランスで国内株式先物を想定元本ベースで純資産総額に対して1.5％買建てております。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

国内株式
98.5％

国内株式先物
1.5％

その他
0.0％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東
証株価指数）が配当相当分を含まない指数であること
によって生じる要因（プラス）です。

（％）
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基準価額
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原則としてわが国の金融商品取引所等に上場している株式に分散投資を行い、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動き
に連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年5月31日～2023年5月29日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 0円 0.000％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.000）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 － －
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 0 0.000
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（19,449円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2022年10月５日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＭＳＣＩジャパンＥＳＧセレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きを反映して基準価額は変動し、
期末は期首比で上昇しました。

基準価額等の推移
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設定日：10,000円
第1期末：10,388円（既払分配金0円）
騰落率：3.9％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

株式への投資は「日本株式ＥＳＧセレクト・リーダーズインデックスマザーファンド」受益証券の組み入れにより行い
ました。

【「日本株式ＥＳＧセレクト・リーダーズインデックスマザーファンド」の運用経過】
ベンチマークであるＭＳＣＩジャパンＥＳＧセレクト・リーダーズ指数（配当込み）と連動する投資成果を目標として運
用を行いました。
（１）株式組入比率

先物を含む株式組入比率は期を通じて高位を維持しました。
なお、資金の効率的な運用を行う目的で、株価指数先物取引（ＴＯＰＩＸ先物）を適宜活用しています。

（２）ポートフォリオ構成
現物株式および投資信託証券については、ＭＳＣＩジャパンＥＳＧセレクト・リーダーズ指数の個別銘柄構成比率
に合わせたポートフォリオを組成して運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

当期の国内株式市場は上昇しました。
インフレのピークアウト観測を背景にＦＲＢ（米連邦準
備理事会）が利上げペースを緩めるとの見方などか
ら、国内株式市場は2022年11月にかけて上昇しまし
た。その後は、日銀による長期金利の許容変動幅が
拡大されたことが事実上の利上げと解釈され下落し
ましたが、次期日銀総裁候補である植田和男氏が金
融緩和継続の方針を示したことや引き続き円安・米ド
ル高が進行したことが好感され2023年３月上旬にか
けて堅調に推移しました。期末にかけては、米国での
銀行の経営破綻をきっかけに市場心理が悪化したこ
となどから一時急落したものの、各国当局の迅速な対
応を受けて欧米の金融システム不安に対しての過度
な懸念が後退したことなどから反発しました。
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○組入ファンド
当期末

2023年４月５日
日本株式ＥＳＧセレクト・リーダーズインデックスマザーファンド 99.9％
その他 0.1％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
99.9％

その他
0.1％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は信託報酬（マイナス）によるものです。

（％）

0

2

4

6

第1期

基準価額
ベンチマーク
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第１期

2022年10月５日～2023年４月５日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 581
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

日本株式ＥＳＧセレクト・リーダーズインデックスマザーファンド受益証券への投資を通じて、主としてわが国の金融
商品取引所等に上場している株式に投資し、ＭＳＣＩジャパンＥＳＧセレクト・リーダーズ指数（配当込み）に連動する
投資成果を目指します。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年10月5日～2023年4月5日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 10円 0.099％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は10,230円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （8） （0.077） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.006） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （2） （0.017） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 0 0.001
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.000）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.001）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 0 0.003
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.003） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 10 0.103
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2022年４月５日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるMSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きを反映して基準価額は変動し、
期末は期首比で上昇しました。

基準価額等の推移
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第2期首：10,554円
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騰落率：1.9％
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ベンチマーク(左軸)

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ベンチマークであるMSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数（配当込み）と連動する投資成果を目標として運
用を行いました。
（１）株式組入比率

先物を含む株式組入比率は期を通じて高位を維持しました。
なお、資金の効率的な運用を行う目的で、株価指数先物取引（ＴＯＰＩＸ先物）を適宜活用しています。

（２）ポートフォリオ構成
現物株式および投資信託証券については、MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数の個別銘柄構成比率
に合わせたポートフォリオを組成して運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

当期の国内株式市場は上昇しました。
前半は、新型コロナウイルス感染拡大や米国の金融
引き締めペースの加速が懸念される一方で、円安・米
ドル高の進行が好感されたことなどから一進一退の
展開となりました。後半は、米国株式市場が堅調に推
移したことが追い風となり上昇して始まりました。その
後は、日銀による長期金利の変動許容幅の拡大が事
実上の利上げと解釈され下落しましたが、金融緩和
継続の方針が示されたことや引き続き円安・米ドル高
が進行したことが好感され、2023年３月上旬にかけて
堅調に推移しました。期末にかけては、米国での銀行
の経営破綻をきっかけに市場心理が悪化したことなど
から一時急落したものの、各国当局の迅速な対応を
受けて欧米の金融システム不安に対しての過度な懸
念が後退したことなどから反発しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ トヨタ自動車 日本 6.7％
２ ソニーグループ 日本 5.1％
３ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本 3.4％
４ 第一三共 日本 2.7％
５ 東京エレクトロン 日本 2.4％
６ 三井住友フィナンシャルグループ 日本 2.4％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ 日立製作所 日本 2.4％
８ ＫＤＤＩ 日本 2.2％
９ 任天堂 日本 2.0％
10 ダイキン工業 日本 1.9％

組入銘柄数 251
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

（注２）国別配分においては、上記の他、オフバランスで国内株式先物を想定元本ベースで純資産総額に対して2.2％買建てております。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

国内株式
96.4％

国内株式先物
2.2％

国内投資信託証券
1.4％

その他
0.0％

○資産別配分

○上位10銘柄

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
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主としてわが国の金融商品取引所等に上場している株式に投資し､MSCIジャパンESGセレクト･リーダーズ指数
(配当込み)に連動する投資成果を目指します｡

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年4月6日～2023年4月5日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 0円 0.001％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.000）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.001）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 － －
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 0 0.001
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（10,447円）で除して100を乗じたものです。
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FOFs用国内株式EVIバリューファンド（適格機関投資家専用）

－ 121 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   121添付ファンド_9pt_974694.indd   121 2023/08/24   13:36:212023/08/24   13:36:21



FOFs用国内株式EVIバリューファンド（適格機関投資家専用）

－ 122 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   122添付ファンド_9pt_974694.indd   122 2023/08/24   13:36:222023/08/24   13:36:22



FOFs用国内株式EVIバリューファンド（適格機関投資家専用）

－ 123 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   123添付ファンド_9pt_974694.indd   123 2023/08/24   13:36:222023/08/24   13:36:22



FOFs用国内株式EVIバリューファンド（適格機関投資家専用）

－ 124 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   124添付ファンド_9pt_974694.indd   124 2023/08/24   13:36:222023/08/24   13:36:22
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2022年２月21日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

当期の基準価額（分配金再投資ベース）は下落しました。
期初から2022年10月後半にかけて、世界的なインフレ上昇を背景として海外の中央銀行が金融引き締めを加速
する環境下、急速に進んだ円安を背景に、日銀への政策変更の思惑が高まり、金利は上昇（債券価格は下落）し、
基準価額は下落しました。また、その後、日本においても、全国消費者物価指数が高い伸びとなる中、12月の金融
政策決定会合にて、日銀が長短金利操作における長期金利の変動許容幅を引き上げたことから、金利上昇（債券
価格は下落）し、基準価額はさらに下落しました。

基準価額等の推移
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第4期首：9,832円
第4期末：9,274円（既払分配金０円）
騰落率：△5.7％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

当ファンドの運用につきましては、主要投資対象である「日本債券ツイン戦略マザーファンド」をほぼ100％組み入
れ、投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いました。

【「日本債券ツイン戦略マザーファンド」の運用経過】
わが国の公社債に投資しつつ、国債先物取引及び国債に係る選択権付債券売買取引を行うことでNOMURA-BPI
総合を上回る投資成果を目標とし、投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

国内債券市場では、インフレ上昇を背景として、海外
の中央銀行が金融引き締めを加速する環境下、日銀
への政策変更の思惑が高まり、金利は上昇しました。
また、その後、日銀が2022年12月の金融政策決定会
合にて、長短金利操作における長期金利の変動許容
幅を引き上げたことから、さらに金利上昇しました。
クレジットスプレッドについては、欧米の金融政策正常
化に伴う景気減速への懸念から、事業債のスプレッド
は拡大基調で推移しました。350
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ベンチマーク
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○組入ファンド
当期末

2023年２月21日
日本債券ツイン戦略マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
100.0％

その他
0.0％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの基準価額騰落率はベンチマーク騰落率
を下回りました。
金利戦略では、金利上昇した局面でデュレーションを
ショートで運営していたことなどがプラスに寄与しました。
一方で、クレジット戦略は、日銀の政策修正への思惑
から市場心理の悪化によるスプレッド拡大がマイナス
に影響しました。

（％）

△6

△4

△2

0

2

第4期

基準価額
ベンチマーク
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第４期

2022年２月22日～2023年２月21日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 197
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

日本債券ツイン戦略マザーファンド受益証券への投資を通じて､わが国の公社債に投資しつつ､国債先物取引及
び国債に係る選択権付債券売買取引を行うことでNOMURA-BPI総合を上回る投資成果を目指します｡
ポートフォリオは、クレジット戦略に基づいて事業債を中心とした銘柄選択を行い、金利戦略に基づいてデュレーショ
ン等を調整しながら構築します。なお、金利戦略においては、国債先物取引や国債に係る選択権付債券売買取引
を活用します。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年2月22日～2023年2月21日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 18円 0.187％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,565円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （15） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （2） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 0 0.000
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 1 0.006
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （0） （0.001） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 19 0.193
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

基準価額等の推移

（注）ベンチマークは､2022年２月21日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

基準価額の主な変動要因

当期の基準価額は下落しました。
期初から2022年10月後半にかけて、世界的なインフレ上昇を背景として海外の中央銀行が金融引き締めを加速
する環境下、急速に進んだ円安を背景に、日銀への政策変更の思惑が高まり、金利は上昇（債券価格は下落）し、
基準価額は下落しました。また、その後、日本においても、全国消費者物価指数が高い伸びとなる中、12月の金融
政策決定会合にて、日銀が長短金利操作における長期金利の変動許容幅を引き上げたことから、金利上昇（債券
価格は下落）し、基準価額はさらに下落しました。

8,500
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9,500

10,000

10,500

0

1,000

2,000

3,000

4,000

第4期首
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2023/1

第4期末
2

2022/2
第4期首：9,886円
第4期末：9,341円
騰落率：△5.5％

純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸)
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投資環境

国内債券市場では、インフレ上昇を背景として、海外
の中央銀行が金融引き締めを加速する環境下、日銀
への政策変更の思惑が高まり、金利は上昇しました。
また、その後、日銀が2022年12月の金融政策決定会
合にて、長短金利操作における長期金利の変動許容
幅を引き上げたことから、さらに金利上昇しました。
クレジットスプレッドについては、欧米の金融政策正常
化に伴う景気減速への懸念から、事業債のスプレッド
は拡大基調で推移しました。350

360

370

380

390

400

当期末当期首

ベンチマーク

当ファンドのポートフォリオ

わが国の公社債に投資しつつ、国債先物取引及び国債に係る選択権付債券売買取引を行うことでNOMURA-BPI
総合を上回る投資成果を目標とし、投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いました。
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当ファンドの組入資産の内容

（注）資産・国別配分、通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合です。また、オフバランス取引を行っているため、資産・国別配
分の合計は100％となりません。

1.7％

△3.4％

△0.1％

0.1％

98.3％

△20％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％120％

短期金融資産等

債券先物(日本)

債券オプション
コール(日本)

債券オプション
プット(日本)

債券現物(日本)

○資産・国別配分

円
100.0％

○通貨別配分

○ロング上位10銘柄
順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ 第369回利付国債（10年） 日本 16.1％
２ 第364回利付国債（10年） 日本 6.8％
３ 第156回利付国債（５年） 日本 6.5％
４ 第366回利付国債（10年） 日本 3.8％
５ 第365回利付国債（10年） 日本 2.4％
６ 第182回利付国債（20年） 日本 2.3％

７ 第1回東京海上日動火災保険利
払繰延･期限前償還(劣後特約付) 日本 1.7％

８ 第5回三井住友海上火災保険利
払繰延･期限前償還（劣後特約付） 日本 1.3％

９ 第4回楽天利払繰延･期
限前償還（劣後特約付） 日本 1.2％

10 第23回ルノー円貨社債 日本 1.2％
組入銘柄数 181

(注)組入比率は､純資産総額に対する評価額の割合です｡

○ショート上位10銘柄
順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ 長期国債標準物先物 2306 日本 △3.4％
２ 第141回利付国債（20年）コール 2304 日本 △0.0％
３ 第156回利付国債（５年）プット 2305 日本 △0.0％
４ 第182回利付国債（20年）コール 2305 日本 △0.0％
５ 第182回利付国債（20年）コール 2304 日本 △0.0％
６ 第76回利付国債（30年）コール 2303 日本 △0.0％
７ 第76回利付国債（30年）コール 2303 日本 △0.0％
８ 第76回利付国債（30年）コール 2305 日本 △0.0％
９ 第76回利付国債（30年）コール 2303 日本 △0.0％
10 第182回利付国債（20年）コール 2303 日本 △0.0％

組入銘柄数 13
(注)組入比率は､純資産総額に対する評価額の割合です｡
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当ファンドのベンチマークとの差異

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

今後の運用方針

わが国の公社債に投資しつつ､国債先物取引及び国債に係る選択権付債券売買取引を行うことでNOMURA-
BPI総合を上回る投資成果を目指します｡
ポートフォリオは、クレジット戦略に基づいて事業債を中心とした銘柄選択を行い、金利戦略に基づいてデュレーショ
ン等を調整しながら構築します。なお、金利戦略においては、国債先物取引や国債に係る選択権付債券売買取引
を活用します。

当ファンドの基準価額騰落率はベンチマーク騰落率
を下回りました。
金利戦略では、金利上昇した局面でデュレーションを
ショートで運営していたことなどがプラスに寄与しました。
一方で、クレジット戦略は、日銀の政策修正への思惑
から市場心理の悪化によるスプレッド拡大がマイナス
に影響しました。

（％）

△6

△4

△2

0

2

第4期

基準価額
ベンチマーク
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年2月22日～2023年2月21日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 0円 0.000％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 0 0.001
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （0） （0.001） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 0 0.001
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（9,626円）で除して100を乗じたものです。
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マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用）
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マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用）
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マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用）
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マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用）
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マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用）
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マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用）
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マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用）
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マニュライフFOFs用日本債券ストラテジックファンド（適格機関投資家専用）
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運用経過の説明
基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は分配金実績があった場合、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

基準価額の主な変動要因

　ファンドの運用方針に従い、マザーファンドを通じて邦貨建ての国債、政府保証債、地方債、利
付金融債、社債等へ分散投資を行いました。投資対象資産の価格変動等による基準価額の変動要因
は以下の通りとなりました。
（下落要因）
・期首から2022年末にかけて、海外中央銀行の利上げや日銀のＹＣＣ（イールドカーブ・コント
ロール）修正観測がくすぶっていたこと、12月の日銀による長期金利の変動幅拡大実施を受け
て、金利が上昇（債券価格は下落）したこと
・海外中央銀行の利上げやＹＣＣ修正観測に伴う政策変更リスク、2023年3月の欧米金融システム
不安等により、社債の対国債スプレッド（社債の利回り－国債の利回り）が拡大したこと

(円) (億円)

第2期首(2022年5月16日)：9,811円
第2期末(2023年5月15日)：9,632円(既払分配金0円)
騰落率：△1.8％(分配金再投資ベース)

(年/月)
62022/5 12987 10 11 2023/1 2 3 4 5
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ベンチマーク〔左軸〕

※ベンチマークは、ＮＯＭＵＲＡ－Ｂ
ＰＩ総合であり、期首の基準価額に
合わせて指数化しています。
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投資環境

　当期の国内債券市場で長期金利（10年国債利回り）は上昇（債券価格は下落）しました。期首か
ら2022年12月半ばにかけて日銀が許容する金利の上限（＋0.25％）近辺で推移しました。しか
し、12月の金融政策決定会合で長期金利の変動許容幅を「±0.25％程度」から「±0.50％程度」に
拡大すると大きく上昇し、3月には乱高下する場面もありましたが概ね＋0.50％近辺でのもみ合い
となりました。
　クレジット市場は、海外中央銀行による金融引き締めや日銀の政策修正への警戒による市場心理
の悪化に伴い、軟調に推移しました。発行量の多い銘柄やハイブリッド債等のスプレッド拡大が目
立つ環境となりました。また金利水準が上昇する中で2023年1月から2月にかけて需給環境の改善
もみられましたが、3月の欧米金融システム不安を受けてＡＴ1債等を中心に軟調な展開となりました。

当該投資信託のポートフォリオ

明治安田ＦＯＦｓ用日本債券アクティブ戦略ファンド（適格機関投資家専用）
　期首の運用方針に基づき、明治安田日本債券アクティブ・マザーファンドの投資比率を高位に維
持しました。

明治安田日本債券アクティブ・マザーファンド
　期首の運用方針に基づき、邦貨建ての国債、政府保証債、地方債、利付金融債、社債等へ分散投
資を行い、公社債の組入比率は高位を維持しました。
　金利戦略では、市況動向やリスク分散等も勘案し、デュレーション、年限別構成のコントロール
を実施しました。クレジット戦略では、信用力の判断と国債との利回り格差を勘案し、銘柄選択を
実施しました。海外中央銀行による金融引き締めによるリスクオフ局面と新発債の案件増加に伴う
需給悪化の影響を軽減すべく、社債セクターのエクスポージャーのオーバーウェイト幅を削減しま
した。

【債券特性】
期首 期末

デュレーション（年） 9.0  9.3
残存年数（年） 9.8 10.4
複利最終利回り（％） 0.8  1.0
※繰上償還条項が付与されている銘柄は、最初の繰上償還可能日を基準に計算しています。
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当該投資信託のベンチマークとの差異

　当期の基準価額の騰落率は△1.8％となりました。一方、ベンチマークの騰落率は△1.1％とな
り、騰落率の差異は△0.7％でした。この差異に関する主な要因は以下の通りです。
（プラス要因）
・ＹＣＣ修正観測に基づく金利動向を想定したポジション等が奏功し、金利戦略がプラスに寄与し
たこと
（マイナス要因）
・事業債や円建外債のオーバーウェイトを背景に種別選択効果がマイナスに影響したこと
・事業債と円建外債の銘柄選択効果がマイナスに影響したこと
・信託報酬等ファンド運用上の諸費用が影響したこと

※ファンドの騰落率は分配金込み

第2期
2023/5/15

△3

△2

△1

0

1
(％)

基準価額 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合

基準価額とベンチマークの対比（騰落率）
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分配金

　当期の収益分配は信託財産の長期的な成長を図るため見送りとさせていただきました。
　なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益の運用については、特に制限を設けず、委託
者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。

分配原資の内訳 (単位：円・％、1万口当たり、税引前)
項目 第2期

(2022年5月17日～2023年5月15日)
当期分配金 －
　 (対基準価額比率) －
当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 96
(注1)対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
(注2)当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

今後の運用方針

明治安田ＦＯＦｓ用日本債券アクティブ戦略ファンド（適格機関投資家専用）
　引き続き、明治安田日本債券アクティブ・マザーファンドの投資比率を高位に維持する方針です。

明治安田日本債券アクティブ・マザーファンド
　引き続き、邦貨建ての国債、政府保証債、地方債、利付金融債、社債等へ分散投資を行い、公社
債の組入比率は原則として高位を維持します。金利戦略は、市場心理、日銀の金融政策への思惑等
に留意し、ポジション運営を実施する方針です。クレジット戦略は、キャリー効果が期待できる
短・中期ゾーンを中心に社債のオーバーウェイトを継続し、発行体の信用力の動向とスプレッドの
割高・割安判断により銘柄選択を行う方針です。また、マーケット環境に応じてエクスポージャー
のコントロールを実施します。
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ニッセイ国内債券アクティブプラス（FOFs用）（適格機関投資家専用）
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SMDAM日本債券ファンド（適格機関投資家専用）
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2022年５月30日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）の動きを反映して、基準価額は上昇しました。

基準価額等の推移
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第8期首 第8期末2022/5

5

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）
第8期首：19,149円
第8期末：21,770円（既払分配金0円）
騰落率：13.7％（分配金再投資ベース）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

「外国株式インデックス マザーファンド」受益証券を高位に組み入れ運用しました。

【「外国株式インデックス マザーファンド」の運用経過】
ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（1）組入比率

取引コストに留意しながらリバランスを実施し、先物を含む外国株式を高位に組み入れ運用を行いました。
（2）ポートフォリオ構成

ポートフォリオの構築に際しては、個別銘柄の構成比を極力ベンチマークに近づけることで連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

先進国株式市場は、インフレ高進を受けて各国中央
銀行が金融引き締めを加速させるとの警戒感が強
まったことなどから2022年６月にかけて下落しました。
その後は一時反発する場面もありましたが、過度な金
融引き締めによる景気後退リスクが意識されたことな
どから10月にかけて再び下落しました。しかし、その後
は発表された欧米各国の物価指標の鈍化を背景に
世界的な利上げサイクルが終盤に近いとの見方が強
まったことや、市場予想を上回る決算を発表した大型
ハイテク株が堅調に推移したことなどから上昇し、高
値圏で期末を迎えました。
外国為替市場では、日本の貿易収支の悪化や日本と
米欧との金融政策姿勢の違いが意識され、主要通貨
に対して円安が進行しました。

600

800

1,000

1,200

1,400

当期首 当期末

ベンチマーク
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○組入ファンド
当期末

2023年５月29日
外国株式インデックス マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
100.0％

その他
0.0％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、プラスの影響としては配当要因※１
および為替評価差要因※２、マイナスの影響としては信
託報酬要因です。

※１ベンチマークが配当相当分を含まない指数であることによって
生じる差異要因です。

※２ファンドとベンチマークとで外貨建資産の評価に使用する為替
レートが異なることによる差異要因です。

（％）

0

5

10

15

20

第8期

基準価額
ベンチマーク
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第８期

2022年５月31日～2023年５月29日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 12,619
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

分配金

外国株式インデックス マザーファンド受益証券への投資を通じてＭＳＣＩコクサイ・インデックスを構成している国の
株式に分散投資を行い、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）の動きに連動する投資成果を目標として運用を
行います。

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年5月31日～2023年5月29日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 39円 0.197％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は19,694円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （30） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （2） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （6） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 1 0.003
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.002）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.001）

（ｃ） 有価証券取引税 1 0.003
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （1） （0.003）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）

（ｄ） その他費用 6 0.032
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （5） （0.026） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 47 0.235
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは､2022年５月30日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）の動きを反映して、基準価額は上昇しました。

基準価額等の推移
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2022/5
第23期首：41,948円
第23期末：47,791円
騰落率：13.9％

純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸)

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（1）組入比率

取引コストに留意しながらリバランスを実施し、先物を含む外国株式を高位に組み入れ運用を行いました。
（2）ポートフォリオ構成

ポートフォリオの構築に際しては、個別銘柄の構成比を極力ベンチマークに近づけることで連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

先進国株式市場は、インフレ高進を受けて各国中央
銀行が金融引き締めを加速させるとの警戒感が強
まったことなどから2022年６月にかけて下落しました。
その後は一時反発する場面もありましたが、過度な金
融引き締めによる景気後退リスクが意識されたことな
どから10月にかけて再び下落しました。しかし、その後
は発表された欧米各国の物価指標の鈍化を背景に
世界的な利上げサイクルが終盤に近いとの見方が強
まったことや、市場予想を上回る決算を発表した大型
ハイテク株が堅調に推移したことなどから上昇し、高
値圏で期末を迎えました。
外国為替市場では、日本の貿易収支の悪化や日本と
米欧との金融政策姿勢の違いが意識され、主要通貨
に対して円安が進行しました。

600
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1,000

1,200

1,400

当期首 当期末

ベンチマーク
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ APPLE INC アメリカ 5.4％
２ MICROSOFT CORP アメリカ 4.5％
３ AMAZON.COM アメリカ 2.1％
４ NVIDIA CORP アメリカ 1.8％
５ S&P 500 EMIN 2306 アメリカ 1.8％
６ ALPHABET INC-CL A アメリカ 1.4％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ ALPHABET INC-CL C アメリカ 1.3％
８ META PLATFORMS INC-CLASS A アメリカ 1.1％
９ TESLA INC アメリカ 1.0％
10 UNITEDHEALTH GROUP INC アメリカ 0.9％

組入銘柄数 1,276
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

（注2）国別配分においては、上記の他、オフバランスで外国株式先物を想定元本ベースで純資産総額に対して2.5％買建てております。

米ドル
73.4％

ユーロ
10.1％

イギリスポンド
4.4％

カナダドル
3.4％

スイスフラン
3.1％ その他

5.6％

○通貨別配分

アメリカ
73.3％

イギリス
4.4％

フランス
3.7％

カナダ
3.4％

スイス
3.1％

その他
12.0％

○国別配分

外国株式
97.5％

外国株式先物
2.5％

その他
△0.1％

○資産別配分

○上位10銘柄

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、配当要因※１および為替評価差要
因※２（いずれもプラス要因）です。

※１ ベンチマークが配当相当分を含まない指数であることによって
生じる差異要因です。

※２ ファンドとベンチマークとで外貨建資産の評価に使用する為替
レートが異なることによる差異要因です。

（％）

0

5
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15
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第23期

基準価額
ベンチマーク
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原則としてＭＳＣＩコクサイ・インデックスを構成している国の株式に分散投資を行い、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス
（円ベース）の動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年5月31日～2023年5月29日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 1円 0.003％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （1） （0.002）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （1） （0.001）

（ｂ） 有価証券取引税 1 0.003
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （1） （0.003）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）

（ｃ） その他費用 12 0.028
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （12） （0.028） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 14 0.034
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（43,185円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2022年10月５日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイＥＳＧリーダーズ指数（配当込み、円ベース）の動きを反映して、基準価額は上昇
しました。

基準価額等の推移

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

0

1
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4

11 12 2023/1 2 3 4 5
第1期末

2022/10 6
設定日

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）
設定日：10,000円
第1期末：11,810円（既払分配金0円）
騰落率：18.1％（分配金再投資ベース）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

「外国株式ＥＳＧリーダーズインデックスマザーファンド」受益証券を高位に組み入れ運用しました。

【「外国株式ＥＳＧリーダーズインデックスマザーファンド」の運用経過】
ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイＥＳＧリーダーズ指数（配当込み、円ベース）と連動する投資成果を目標として
運用を行いました。
（1）組入比率

取引コストに留意しながらリバランスを実施し、先物を含む外国株式を高位に組み入れ運用を行いました。
（2）ポートフォリオ構成

ポートフォリオの構築に際しては、個別銘柄の構成比を極力ベンチマークに近づけることで連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

先進国株式市場は、欧米各国の物価指標の鈍化を
背景に世界的な利上げサイクルが終盤に近いとの見
方が強まったことなどから2023年１月にかけて上昇し
ました。その後、米国の複数の銀行が経営破綻したこ
とや大手金融機関クレディ・スイスの経営不安が高
まったことなどが嫌気されて下落する場面もありました
が、各国当局による資金繰り支援や救済措置などの
迅速な対応により市場心理が改善したことや、市場予
想を上回る決算を発表した大型ハイテク株が上昇し
たことなどから堅調に推移しました。期末にかけては、
米国で債務上限停止法案が可決されたことなどが好
感されて一段高となりました。
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○組入ファンド
当期末

2023年６月26日
外国株式ＥＳＧリーダーズインデックスマザーファンド 99.9％
その他 0.1％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
99.9％

その他
0.1％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、プラスの影響としては為替評価
差要因※１、マイナスの影響としては信託報酬要因、配
当課税要因※２および取引コスト要因です。

※１ファンドとベンチマークとで外貨建資産の評価に使用する為替
レートが異なることによる差異要因です。

※２ベンチマークの計算に用いられる配当金は税引前である一方、
当ファンドには税引後の配当金が計上されることによる差異要
因です。
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第１期

2022年10月５日～2023年６月26日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 2,104
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

分配金

外国株式ＥＳＧリーダーズインデックスマザーファンド受益証券への投資を通じて、主としてわが国を除く世界主要
国の金融商品取引所等に上場している株式（預託証券（ＤＲ）を含みます。）に投資し、ＭＳＣＩコクサイＥＳＧリー
ダーズ指数（配当込み、円ベース）に連動する投資成果を目指します。

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年10月5日～2023年6月26日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 15円 0.144％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は10,385円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （12） （0.112） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.008） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （2） （0.024） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 1 0.008
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （1） （0.006）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.002）

（ｃ） 有価証券取引税 2 0.015
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （2） （0.015）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）

（ｄ） その他費用 11 0.104
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （10） （0.101） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.004） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 29 0.271
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは､2022年６月27日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイＥＳＧリーダーズ指数（配当込み、円ベース）の動きを反映して、基準価額は上昇
しました。

基準価額等の推移
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投資環境

ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイＥＳＧリーダーズ指数（配当込み、円ベース）と連動する投資成果を目標として
運用を行いました。
（１）組入比率

取引コストに留意しながらリバランスを実施し、先物を含む外国株式を高位に組み入れ運用を行いました。
（２）ポートフォリオ構成

ポートフォリオの構築に際しては、個別銘柄の構成比を極力ベンチマークに近づけることで連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

先進国株式市場は、インフレ高進を受けた各国中央
銀行の過度な金融引き締めによる景気後退リスクが
意識されたことなどから、2022年10月にかけて下落
しました。しかし、その後は欧米各国の物価指標の鈍
化を背景に世界的な利上げサイクルが終盤に近いと
の見方が強まったことや、市場予想を上回る決算を発
表した大型ハイテク株が上昇したことなどから堅調に
推移しました。期末にかけては、米国で債務上限停止
法案が可決されたことなどが好感されて一段高となり
ました。
外国為替市場では、日本の貿易収支の悪化や日本と
米欧との金融政策姿勢の違いが意識され、主要通貨
に対して円安が進行しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ MICROSOFT CORP アメリカ 8.8％
２ NVIDIA CORP アメリカ 3.9％
３ TESLA INC アメリカ 2.7％
４ ALPHABET INC-CL A アメリカ 2.7％
５ ALPHABET INC-CL C アメリカ 2.5％
６ S&P 500 EMIN 2309 アメリカ 2.1％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ JOHNSON & JOHNSON アメリカ 1.6％
８ VISA INC-CLASS A SHARES アメリカ 1.4％
９ ELI LILLY & CO アメリカ 1.4％
10 PROCTER & GAMBLE CO アメリカ 1.3％

組入銘柄数 604
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

（注2）国別配分においては、上記の他、オフバランスで外国株式先物を想定元本ベースで純資産総額に対して2.6％買建てております。

米ドル
74.5％

ユーロ
9.4％

イギリスポンド
4.2％

カナダドル
3.5％

その他
8.4％

○通貨別配分

アメリカ
74.5％

イギリス
4.2％

フランス
4.0％

カナダ
3.5％

その他
13.7％

○国別配分

外国株式
97.2％

外国株式先物
2.6％

その他
0.2％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、プラスの影響としては為替評価
差要因※１、マイナスの影響としては配当課税要因※２

および取引コスト要因です。

※１ ファンドとベンチマークとで外貨建資産の評価に使用する為替
レートが異なることによる差異要因です。

※２ ベンチマークの計算に用いられる配当金は税引前である一方、
当ファンドには税引後の配当金が計上されることによる差異要
因です。
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主としてわが国を除く世界主要国の金融商品取引所等に上場している株式（預託証券（ＤＲ）を含みます。）に投資
し、MSCIコクサイESGリーダーズ指数（配当込み、円ベース）に連動する投資成果を目指します。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年6月28日～2023年6月26日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 3円 0.024％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （2） （0.021）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.002）

（ｂ） 有価証券取引税 6 0.050
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （6） （0.050）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.001）

（ｃ） その他費用 19 0.165
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （19） （0.164） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 28 0.239
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（11,382円）で除して100を乗じたものです。
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東京都千代田区丸の内1-6-6
TEL：03-5533-4000(代表)
https：//www.nam.co.jp/

第１期末（2023年３月６日）

基準価額 12,035円

純資産総額 388億円

騰落率 20.4％

分配金 0円

ニッセイ／サンダース・
グローバルバリュー株式ファンド
（FOFs用）（適格機関投資家専用）

運用報告書（全体版）
作成対象期間：2022年３月７日～2023年３月６日

第１期（決算日　2023年３月６日）

受益者の皆様へ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　さて「ニッセイ／サンダース・グローバルバ
リュー株式ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関
投資家専用）」は、このたび第１期の決算を行
いました。
　当ファンドは、「ニッセイ／サンダース・グ
ローバルバリュー株式マザーファンド」受益証
券への投資を通じて、実質的に日本を除く各国
の株式等に投資することにより信託財産の中長
期的な成長を図ることを目標に運用を行いまし
た。ここに運用状況をご報告申し上げます。
　今後ともいっそうのご愛顧を賜りますようお
願い申し上げます。
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

－1－

運用経過　2022年３月７日～2023年３月６日

基準価額等の推移

設定時 10,000円 既払分配金 0円
第１期末 12,035円 騰落率（分配金再投資ベース） 20.4％
（注１）税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものであり、設定時の基準価額にあわせて指数化しています。
（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注３）ベンチマークはＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）で、設定時を10,000として指数化しています。なお

ベンチマークの詳細につきましては、後掲の「指数に関して」をご参照ください。

■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・設定時から2022年３月末にかけて、ロシアによるウクライナ侵攻を受けて下落していた株価が反発したこと
・2023年１月から当期末にかけて、市場予想を上回る企業決算のほか、インフレがピークに達したとの見方
や今後の欧米の主要な中央銀行の金融引き締め姿勢転換の可能性などから市場心理が好転し、株価が上昇し
たこと

＜下落要因＞
・2022年６月上旬から中旬にかけて、欧米の主要な中央銀行の積極的な金融引き締めに対する懸念やそれに
伴う景気減速懸念から株価が下落したこと

（円）
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12,000

13,000
（億円）
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設定時
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

－2－

１万口当たりの費用明細

項目
第１期

項目の概要
金額 比率

信託報酬 83円 0.738％
信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×

期中の日数
年間の日数

期中の平均基準価額は11,211円です。

（投信会社） (80) (0.715) ファンドの運用、法定書類等の作成、基準価額の算出等の対価

（販売会社） ( 1) (0.005) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理および事務手続き等の対価

（受託会社） ( 2) (0.018) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等の対価

売買委託手数料 5 0.048
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買・取引の際に仲介人に支払う手数料（株式） ( 5) (0.048)

（投資信託証券） ( 0) (0.000)

有価証券取引税 5 0.045
有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株式） ( 5) (0.045)

（投資信託証券） ( 0) (0.000)

その他費用 2 0.017 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） ( 1) (0.010) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監査費用） ( 1) (0.005) 監査にかかる監査法人等に支払う費用

（その他） ( 0) (0.002) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 95 0.848
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが
支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は

四捨五入しています。
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

－3－

投資環境

■海外株式市況

（注）指数はブルームバーグのデータを使用しています。

　当期の海外株式市場は期を通じて見るとほぼ横
ばいとなりました。
　期初はロシアによるウクライナ侵攻を受けて下
落していた株価は反発して始まったものの、欧米
の主要な中央銀行の積極的な金融引き締めに対す
る懸念やそれに伴う景気減速懸念から、その後は
軟調な展開となりました。期央以降、インフレ指
標が落ち着きを見せ始めると株価は反発してい
き、2023年に入ると欧米の主要な中央銀行による
世界的利上げサイクルが終わりに近づいていると
の期待感からさらに上昇しました。
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設定時
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第１期末
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ＭＳＣＩコクサイ・インデックス
（配当込み、米ドルベース）の推移【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

■為替市況

（注）為替レートは対顧客電信売買相場仲値のデータを使用してい
ます。

　当期の米ドル／円レートは、米ドル高円安とな
りました。設定時以降、米連邦公開市場委員会
（ＦＯＭＣ）で利上げが開始されたことや、米国
の物価上昇圧力の高まりを受け米連邦準備制度理
事会（ＦＲＢ）が金融引き締めに前向きな姿勢を
見せたことなどから、米ドル高円安が進行しました。
　当期のユーロ／円レートは、ユーロ高円安とな
りました。設定時以降、日米金利差の拡大予想や
ＦＲＢのパウエル議長がインフレ抑制のためにさ
らなる利上げを表明したことに加えて、欧州中央
銀行（ＥＣＢ）による金融引き締めに前向きな姿
勢などから、ユーロ高円安が進行しました。
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【為替レートの推移】
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ポートフォリオ

■当ファンド
　マザーファンド受益証券の組入比率を高位に保った運用を行いました（ただし、当ファンドから信託報酬等
の費用を控除する関係などから、当ファンドの収益率はマザーファンドと必ずしも一致しません）。

■マザーファンド
　主に日本を除く各国の株式等に投資することにより信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行
いました。
　平均業種配分については期を通じて対ベンチマーク比で、ヘルスケアや生活必需品などを多め、素材や公益
事業などを少なめとしています。当期末における業種配分は、組入比率の高い順に情報技術（22.5％）、ヘル
スケア（19.2％）、金融（15.7％）としています。

（注１）業種はＧＩＣＳ分類（セクター）によるものです。なお、ＧＩＣＳに関する知的財産所有権はＳ＆ＰおよびMSCI Inc.に帰属します。
以下同じです。

（注２）比率は対純資産総額比です。
＊ベンチマークはMSCI コクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）です。ベンチマークの詳細につきましては、後掲の「指数に関
して」をご参照ください。

ベンチマークとの差異

　当期の税引前分配金再投資基準価額騰落率は＋20.4％となり、ベンチマーク騰落率（＋14.8％）を上回り
ました。
　これはマザーファンドにおける一般消費財・サービスや金融セクターの銘柄選択効果がプラスに寄与したこ
とによるものです。

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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ベンチマーク
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分配金

　当期の分配金は、基準価額水準、市況動向等を勘案した結果、見送らせていただきました。
　なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。

【分配原資の内訳（１万口当たり）】

項目 当期
2022年３月７日～2023年３月６日

当期分配金（税引前） －

対基準価額比率 －

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 2,034円

（注１）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切り捨てで算出
しているため、合計が当期分配金と一致しない場合があり
ます。

（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期
末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収
益率とは異なります。

今後の運用方針
■当ファンド
　引き続き、マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に日本を除く各国の株式等に投資することに
より信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。

■マザーファンド
　銘柄選択について、半導体需要は一時的に落ち込むと考えられるものの、中長期的に底堅い需要が見込まれ
るため関連企業への投資を継続します。また、脱炭素化推進による電気自動車（ＥＶ）需要が期待される自動
車銘柄や自動運転技術の進展が期待されるトラック銘柄、デジタル化によるサービスの向上や高齢化による需
要増加が期待されるヘルスケア企業への選別投資を継続します。
　今後もベータ（個別株価と市場の連動性）とトラッキングエラー（ベンチマークに対する運用かい離）管理
に留意しつつ、バリュエーション（企業の利益・資産など、本来の企業価値と比較して、相対的な株価の割
高・割安を判断する指標）調整による投資機会に着目し、割安に評価された銘柄への入れ替えを行います。
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ファンドデータ
当ファンドの組入資産の内容

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

親投資信託
受益証券
100.0％

日本
100.0％

円
100.0％

（注）資産別・国別・通貨別配分は、2023年３月６日現在のものであり、比率は純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分は
ニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。

■組入ファンド
第１期末

2023年３月６日
ニッセイ／サンダース・
グローバルバリュー株式マザーファンド 100.0％

（注１）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）組入全ファンドを記載しています。

■純資産等

項目 第１期末
2023年３月６日

純資産総額 38,843,528,183円

受益権総口数 32,275,853,729口

１万口当たり基準価額 12,035円
（注）当期間中における追加設定元本額は33,176,653,137円、同

解約元本額は901,799,408円です。
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンドの概要

■基準価額の推移
（円）

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

設定時
（2022.3.7） （2022.6） （2022.9） （2022.12）

第１期末
（2023.3.6）

ベンチマーク

基準価額

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

外国株式
94.1％

外国投資
信託証券
2.6％

その他
3.3％

アメリカ
49.2％

ドイツ
11.0％

スイス
5.9％

台湾
4.9％

オランダ
4.7％

フランス
4.5％

韓国
4.5％

イギリス
3.8％

カナダ
2.0％
その他
9.5％

米ドル
64.1％

ユーロ
20.3％

スイス・フラン
5.9％

イギリス・ポンド
3.9％

カナダ・ドル
2.0％

その他
4.0％

（注１）基準価額の推移および１万口当たりの費用明細は、マザーファンドの直近の決算期のものであり、費用項目の金額欄は各項目ごとに
円未満は四捨五入しています。項目の詳細につきましては、前掲の費用項目の概要をご参照ください。

（注２）上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分は、マザーファンド決算日（2023年３月６日現在）のものであり、比率はマザーファンドの
純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分はニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。

（注３）全銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）の組入有価証券明細表をご参照ください。

■上位銘柄
銘柄名 通貨 比率

TAIWAN SEMICONDUCTOR-SP ADR 米ドル 4.9％
MERCEDES-BENZ GROUP AG ユーロ 4.6
ALPHABET INC-CL C 米ドル 4.5
SAMSUNG ELECTRONICS-GDR 144A 米ドル 4.5
MICROSOFT CORP 米ドル 4.4
BAYERISCHE MOTOREN WERKE AG ユーロ 3.7
APPLE INC 米ドル 3.6
UNITEDHEALTH GROUP INC 米ドル 3.5
META PLATFORMS INC-A 米ドル 3.5
BNP PARIBAS ユーロ 3.5

組入銘柄数 50

■１万口当たりの費用明細
2022.３.７～2023.３.６

項目 金額
売買委託手数料 5円
（株式） ( 5)
（投資信託証券） ( 0)
有価証券取引税 5
（株式） ( 5)
（投資信託証券） ( 0)
その他費用 1
（保管費用） ( 1)
（その他） ( 0)

合計 12

（注）ベンチマークは設定時を10,000として指数化しています。
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設定以来の運用実績

決算期 基準価額
(分配落)

(ご参考)
基準価額＋
累計分配金

ベンチマーク 株式
組入比率

投資信託
証券
組入比率

純資産
総額税引前

分配金
期中
騰落率

期中
騰落率

(設定日) 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
2022年３月７日 10,000 － － 10,000 10,000 － － － 1

１期(2023年３月６日) 12,035 0 20.4 12,035 11,478 14.8 94.1 2.6 38,843
（注１）設定日の基準価額は当初設定価額を記載しています。以下同じです。
（注２）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注３）「基準価額＋累計分配金」は、当該決算期の基準価額（分配落）に当該決算期以前の税引前分配金の累計額を加えたものです。
（注４）ベンチマークは設定時を10,000として指数化しています。
（注５）株式組入比率には新株予約権証券を含みます。以下同じです。
（注６）当ファンドはマザーファンドを組み入れるため、「株式組入比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。以下

同じです。
（注７）設定日の純資産総額は当初設定元本を記載しています。

当期中の基準価額と市況等の推移

年月日 基準価額 ベンチマーク 株式
組入比率

投資信託証券
組入比率騰落率 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
(設定日)2022年３月７日 10,000 － 10,000 － － －

３月末 11,335 13.4 11,436 14.4 94.4 3.0
４月末 10,922 9.2 10,945 9.4 95.8 2.9
５月末 11,276 12.8 10,910 9.1 95.6 2.4
６月末 10,926 9.3 10,652 6.5 95.7 2.4
７月末 11,137 11.4 11,070 10.7 95.6 2.5
８月末 11,127 11.3 11,144 11.4 93.5 3.4
９月末 10,660 6.6 10,594 5.9 94.4 3.4
10月末 11,720 17.2 11,606 16.1 94.5 3.4
11月末 11,533 15.3 11,261 12.6 95.1 3.3
12月末 10,977 9.8 10,569 5.7 95.1 3.1

2023年１月末 11,528 15.3 10,967 9.7 95.6 3.0
２月末 11,903 19.0 11,350 13.5 94.1 2.6

(期末)　2023年３月６日 12,035 20.4 11,478 14.8 94.1 2.6
（注）期末基準価額は分配金（税引前）込み、騰落率は設定日比です。
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親投資信託受益証券の設定、解約状況 2022年３月７日～2023年３月６日

設定 解約
口数 金額 口数 金額
千口 千円 千口 千円

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド 33,093,607 34,822,000 1,053,125 1,184,322
（注）単位未満は切り捨てています。

利害関係人との取引状況等 2022年３月７日～2023年３月６日

　当期における利害関係人との取引はありません。

親投資信託残高 2023年３月６日現在

種類
当期末

口数 評価額
千口 千円

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド 32,040,481 38,845,880
（注１）単位未満は切り捨てています。
（注２）当期末におけるニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド全体の口数は32,040,481千口です。

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項目
当期

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド
(ａ) 期中の株式売買金額 35,801,089千円
(ｂ) 期中の平均組入株式時価総額 23,537,311千円
(ｃ) 売買高比率(ａ)／(ｂ) 1.52
（注１）(ｂ)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。
（注２）外国株式の(ａ)は各月末（決算日の属する月については決算日）、(ｂ)は各月末の国内の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計です。
（注３）単位未満は切り捨てています。
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投資信託財産の構成 2023年３月６日現在

項目
当期末

評価額 比率
千円 ％

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド 38,845,880 99.8
コール・ローン等、その他 96,240 0.2
投資信託財産総額 38,942,120 100.0
（注１）外貨建資産は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお３月６日における邦貨換算レー

トは、１米ドル135.92円、１カナダ・ドル99.90円、１香港ドル17.31円、１シンガポール・ドル101.10円、１イギリス・ポンド
163.50円、１スイス・フラン145.14円、１タイ・バーツ3.94円、１ユーロ144.44円です。

（注２）ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（38,658,730千円）の投
資信託財産総額（38,846,897千円）に対する比率は99.5％です。

（注３）評価額の単位未満は切り捨てています。

資産、負債、元本および基準価額の状況
（2023年３月６日現在）

項目 当期末
(Ａ) 資 産 38,942,120,134円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 94,682,397

ニッセイ／サンダース・グローバル
バリュー株式マザーファンド(評価額) 38,845,880,033

未 収 入 金 1,557,704

(Ｂ) 負 債 98,591,951

未 払 信 託 報 酬 97,882,849

そ の 他 未 払 費 用 709,102

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 38,843,528,183

元 本 32,275,853,729

次 期 繰 越 損 益 金 6,567,674,454

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 32,275,853,729口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,035円
（注）設定元本額 1,000,000円

期中追加設定元本額 33,176,653,137円
期中一部解約元本額 901,799,408円

損益の状況
当期（2022年３月７日～2023年３月６日）
項目 当期

(Ａ) 配 当 等 収 益 △       15,804円
受 取 利 息 809
支 払 利 息 △       16,613

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 5,104,389,333
売 買 益 5,207,832,036
売 買 損 △  103,442,703

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △  175,540,824
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,928,832,705
(Ｅ) 追 加 信 託 差 損 益 金 ＊ 1,638,841,749

(配 当 等 相 当 額) (△        8,579)
(売 買 損 益 相 当 額) (　1,638,850,328)

(Ｆ) 合 計(Ｄ＋Ｅ) 6,567,674,454
次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) 6,567,674,454
追 加 信 託 差 損 益 金 1,638,841,749
(配 当 等 相 当 額) (△        8,579)
(売 買 損 益 相 当 額) (　1,638,850,328)
分 配 準 備 積 立 金 4,928,848,509
繰 越 欠 損 金 △       15,804

（注１）(Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含
みます。

（注２）(Ｃ)信託報酬等は、信託報酬に対する消費税等相当額を含
みます。

（注３）(Ｅ)追加信託差損益金＊とは、追加設定をした価額と元本
との差額をいい、配当等相当額と売買損益相当額に区分し
ます。設定時の金額に、期中追加設定および一部解約によ
り変動した金額を調整して算出しています。
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）
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分配金の計算過程

項目 当期
(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 4,928,848,509円
(ｃ) 信託約款に定める収益調整金 1,638,850,328円
(ｄ) 信託約款に定める分配準備積立金 0円
(ｅ) 分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 6,567,698,837円
(ｆ) 分配対象額(１万口当たり) 2,034.86円
(ｇ) 分配金 0円
(ｈ) 分配金(１万口当たり) 0円
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）
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お知らせ
■運用体制の変更について
　運用部門については、ＣＯ－ＣＩＯ（取締役執行役員、統括部長）の２名体制からＣＩＯ（取締役執行役
員）１名とＣＯ－ＣＩＯ（統括部長）１名の体制に変更しました。
　新たにＣＩＯが就任し、従来のＣＯ－ＣＩＯのうちの１名（統括部長）が、引き続きＣＯ－ＣＩＯを務めて
います。

（2022年３月25日）

■自社による当ファンドの設定解約状況

当期
設定元本

当期
解約元本

当期末残高
取引の理由

元本 評価額 比率
百万円 百万円 百万円 百万円 ％

1 1 － － － 当初設定時における取得および取得分の処分
（注）元本の単位未満は切り捨てています。
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当ファンドの概要
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針
ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド受益
証券への投資を通じて、実質的に日本を除く各国の株式等に投資する
ことにより信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行い
ます。

主要運用対象

ニッセイ／サンダース・
グローバルバリュー株式
ファンド（FOFs用）
（適格機関投資家専用）

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド受益
証券

ニッセイ／サンダース・
グローバルバリュー株式
マ ザ ー フ ァ ン ド

日本を除く各国の株式等

運 用 方 法

ニッセイ／サンダース・
グローバルバリュー株式
ファンド（FOFs用）
（適格機関投資家専用）

以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。

ニッセイ／サンダース・
グローバルバリュー株式
マ ザ ー フ ァ ン ド

以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・株式への投資割合には、制限を設けません。
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針 毎決算時に、原則として経費控除後の配当等収益および売買益等の全
額を対象として、基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。
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東京都千代田区丸の内1-6-6

【受益者の皆様へ】法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの当期運用状況をご報告申し上げます。

ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式
マザーファンド

運用報告書

第 １ 期
（計算期間：2022年３月７日～2023年３月６日）

運用方針

①主に日本を除く各国の株式等に投資す
ることにより信託財産の中長期的な成
長を図ることを目標に運用を行います。
②運用にあたっては、Sanders Capital, 
LLCに運用指図に関する権限（国内の
短期金融資産の指図に関する権限を除
きます。）を委託します。

主要運用
対象

日本を除く各国の株式等

運用方法

以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・株式への投資割合には、制限を設けま
せん。
・外貨建資産への投資割合には、制限を
設けません。
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド
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運用経過　2022年３月７日～2023年３月６日

投資環境

■海外株式市況

（注）指数はブルームバーグのデータを使用しています。

　当期の海外株式市場は期を通じて見るとほぼ横
ばいとなりました。
　期初はロシアによるウクライナ侵攻を受けて下
落していた株価は反発して始まったものの、欧米
の主要な中央銀行の積極的な金融引き締めに対す
る懸念やそれに伴う景気減速懸念から、その後は
軟調な展開となりました。期央以降、インフレ指
標が落ち着きを見せ始めると株価は反発してい
き、2023年に入ると欧米の主要な中央銀行による
世界的利上げサイクルが終わりに近づいていると
の期待感からさらに上昇しました。

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

設定時
（2022.3.7） （2022.6） （2022.9） （2022.12）

第１期末
（2023.3.6）

ＭＳＣＩコクサイ・インデックス
（配当込み、米ドルベース）の推移【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

■為替市況

（注）為替レートは対顧客電信売買相場仲値のデータを使用してい
ます。

　当期の米ドル／円レートは、米ドル高円安とな
りました。設定時以降、米連邦公開市場委員会
（ＦＯＭＣ）で利上げが開始されたことや、米国
の物価上昇圧力の高まりを受け米連邦準備制度理
事会（ＦＲＢ）が金融引き締めに前向きな姿勢を
見せたことなどから、米ドル高円安が進行しました。
　当期のユーロ／円レートは、ユーロ高円安とな
りました。設定時以降、日米金利差の拡大予想や
ＦＲＢのパウエル議長がインフレ抑制のためにさ
らなる利上げを表明したことに加えて、欧州中央
銀行（ＥＣＢ）による金融引き締めに前向きな姿
勢などから、ユーロ高円安が進行しました。

（円）

110

120

130

140

150

160
（円）

110

120

130

140

150

160

設定時
（2022.3.7） （2022.6） （2022.9） （2022.12）

第１期末
（2023.3.6）

米ドル（左軸）

ユーロ（右軸）

円安

円高

【為替レートの推移】
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド
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（注）ベンチマークは設定時を10,000として指数化しています。

■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・設定時から2022年３月末にかけて、ロシアによる
ウクライナ侵攻を受けて下落していた株価が反発
したこと
・2023年１月から当期末にかけて、市場予想を上回
る企業決算のほか、インフレがピークに達したと
の見方や今後の欧米の主要な中央銀行の金融引き
締め姿勢転換の可能性などから市場心理が好転し、
株価が上昇したこと

＜下落要因＞
・2022年６月上旬から中旬にかけて、欧米の主要な
中央銀行の積極的な金融引き締めに対する懸念や
それに伴う景気減速懸念から株価が下落したこと

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000
（円）

設定時
（2022.3.7）

第１期末
（2023.3.6）（2022.6） （2022.12）（2022.9）

ベンチマーク

基準価額

基準価額等の推移

ポートフォリオ

　主に日本を除く各国の株式等に投資することにより信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行いま
した。
　平均業種配分については期を通じて対ベンチマーク比で、ヘルスケアや生活必需品などを多め、素材や公益事業
などを少なめとしています。当期末における業種配分は、組入比率の高い順に情報技術（22.5％）、ヘルスケア
（19.2％）、金融（15.7％）としています。

（注１）業種はＧＩＣＳ分類（セクター）によるものです。なお、ＧＩＣＳに関する知的財産所有権はＳ＆ＰおよびMSCI Inc.に帰属します。
以下同じです。

（注２）比率は対純資産総額比です。
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ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド
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ベンチマークとの差異

　当期の基準価額騰落率は＋21.2％となり、ベンチマーク騰落率（＋14.8％）を上回りました。
　これは一般消費財・サービスや金融セクターの銘柄選択効果がプラスに寄与したことによるものです。

今後の運用方針
　銘柄選択について、半導体需要は一時的に落ち込むと考えられるものの、中長期的に底堅い需要が見込まれ
るため関連企業への投資を継続します。また、脱炭素化推進による電気自動車（ＥＶ）需要が期待される自動
車銘柄や自動運転技術の進展が期待されるトラック銘柄、デジタル化によるサービスの向上や高齢化による需
要増加が期待されるヘルスケア企業への選別投資を継続します。
　今後もベータ（個別株価と市場の連動性）とトラッキングエラー（ベンチマークに対する運用かい離）管理
に留意しつつ、バリュエーション（企業の利益・資産など、本来の企業価値と比較して、相対的な株価の割
高・割安を判断する指標）調整による投資機会に着目し、割安に評価された銘柄への入れ替えを行います。
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設定以来の運用実績

決算期 基準価額 ベンチマーク 株式
組入比率

投資信託
証券
組入比率

純資産
総額期中

騰落率
期中
騰落率

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
2022年３月７日 10,000 － 10,000 － － － 1

１期(2023年３月６日) 12,124 21.2 11,478 14.8 94.1 2.6 38,845
（注１）設定日の基準価額は当初設定価額を記載しています。以下同じです。
（注２）ベンチマークは設定時を10,000として指数化しています。
（注３）株式組入比率には新株予約権証券を含みます。以下同じです。
（注４）設定日の純資産総額は当初設定元本を記載しています。

当期中の基準価額と市況等の推移

年月日 基準価額 ベンチマーク 株式
組入比率

投資信託証券
組入比率騰落率 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
(設定日)2022年３月７日 10,000 － 10,000 － － －

３月末 11,340 13.4 11,436 14.4 94.3 3.0
４月末 10,933 9.3 10,945 9.4 95.8 2.9
５月末 11,295 13.0 10,910 9.1 95.6 2.4
６月末 10,952 9.5 10,652 6.5 95.7 2.4
７月末 11,170 11.7 11,070 10.7 95.6 2.5
８月末 11,167 11.7 11,144 11.4 93.5 3.4
９月末 10,705 7.1 10,594 5.9 94.4 3.4
10月末 11,777 17.8 11,606 16.1 94.5 3.4
11月末 11,596 16.0 11,261 12.6 95.1 3.3
12月末 11,044 10.4 10,569 5.7 95.1 3.1

2023年１月末 11,605 16.1 10,967 9.7 95.6 3.0
２月末 11,990 19.9 11,350 13.5 94.1 2.6

(期末)　2023年３月６日 12,124 21.2 11,478 14.8 94.1 2.6
（注）騰落率は設定日比です。
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１万口当たりの費用明細 2022年３月７日～2023年３月６日

項目
当期

項目の概要
金額 比率

売買委託手数料 5円 0.048％
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買・取引の際に仲介人に支払う手数料

（株式） ( 5) (0.048)
（投資信託証券） ( 0) (0.000)
有価証券取引税 5 0.045

有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式） ( 5) (0.045)
（投資信託証券） ( 0) (0.000)
その他費用 1 0.012 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（保管費用） ( 1) (0.010) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・

資産の移転等に要する費用
（その他） ( 0) (0.002) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する

諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 12 0.105
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。
（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額（11,252円）で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入しています。
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売買および取引の状況 2022年３月７日～2023年３月６日

(1) 株式
買付 売付

株数 金額 株数 金額

外
国

百株 千米ドル 百株 千米ドル
アメリカ 12,542 178,298 713 7,942

(　   735)
千カナダ・ドル 千カナダ・ドル

カナダ 1,636 6,801 13 61
千香港ドル 千香港ドル

香港 35,520 17,472 300 148
千シンガポール・ドル 千シンガポール・ドル

シンガポール 2,097 6,613 17 50
千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

イギリス 31,169 8,899 2,499 596
(△   339)

千スイス・フラン 千スイス・フラン
スイス 1,288 17,478 18 284

千タイ・バーツ 千タイ・バーツ
タイ 8,808 116,214 33 474

ユ
ー
ロ

千ユーロ 千ユーロ
オランダ 7,042 12,431 3 27
フランス 1,463 7,622 － －
ドイツ 4,287 23,993 63 631

（注１）金額は受渡代金です。以下同じです。
（注２）（　）内は株式分割、合併などによる増減分で、上段の数字には含まれていません。
（注３）地域は発行通貨によって区分しています。以下同じです。
（注４）株数および金額の単位未満は切り捨てています。ただし、株数および金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

－ 348 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   348添付ファンド_9pt_974694.indd   348 2023/08/24   13:37:052023/08/24   13:37:05



ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式マザーファンド

－21－

主要な売買銘柄 2022年３月７日～2023年３月６日

株式
買付 売付

銘柄 株数 金額 平均単価 銘柄 株数 金額 平均単価
千株 千円 円 千株 千円 円

ALPHABET INC-CL C 62 1,985,851 31,717 UNITEDHEALTH GROUP INC 4 368,865 77,168
T A I W A N 
SEMICONDUCTOR-SP ADR 158 1,860,202 11,758 CITIGROUP INC 18 139,784 7,381

S A M S U N G 
ELECTRONICS-GDR 144A 10 1,800,268 164,108 WESTERN DIGITAL CORP 30 131,708 4,361

MICROSOFT CORP 50 1,640,590 32,785 PEPSICO INC 4 109,795 23,951
UNITEDHEALTH GROUP INC 25 1,588,095 61,458 NATWEST GROUP PLC 249 96,932 389
MERCEDES-BENZ GROUP AG 164 1,390,252 8,466 SIEMENS AG 3 73,138 18,845
MICRON TECHNOLOGY INC 162 1,323,170 8,122 PROCTER & GAMBLE CO 3 67,489 19,979
APPLE INC 69 1,279,959 18,416 NORTHROP GRUMMAN CORP 0.796 55,458 69,670
HCA HEALTHCARE INC 39 1,243,189 31,787 ALPHABET INC-CL C 0.140 43,063 307,593
META PLATFORMS INC-A 54 1,104,443 20,313 MEDTRONIC PLC 2 35,870 13,424
（注１）金額は受渡代金で、外国株式は各月末（決算日の属する月については決算日）における国内の対顧客電信売買相場の仲値で換算した

邦貨金額の合計です。
（注２）株数および金額の単位未満は切り捨てています。ただし、株数および金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

(2) 投資信託証券

銘柄
買付 売付

口数 金額 口数 金額
外
国

(アメリカ) 千口 千米ドル 千口 千米ドル
SPDR S&P 500 ETF TRUST 23 9,665 4 1,994

（注）口数および金額の単位未満は切り捨てています。ただし、口数および金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。
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組入有価証券明細表 2023年３月６日現在

(1) 外国株式

銘柄
当期末

業種等株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

（アメリカ） 百株 千米ドル 千円
ALPHABET INC-CL C 1,360 12,786 1,737,970 メディア・娯楽
APPLE INC 689 10,405 1,414,379 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
APPLIED MATERIALS INC 12 145 19,774 半導体・半導体製造装置
BAIDU INC - SPON ADR 20 308 41,966 メディア・娯楽
BOOKING HOLDINGS INC 10 2,809 381,808 消費者サービス
CITIGROUP INC 503 2,636 358,353 銀行
DR HORTON INC 164 1,521 206,814 耐久消費財・アパレル
ELEVANCE HEALTH, INC 171 8,078 1,098,060 ヘルスケア機器・サービス
HALLIBURTON CO 989 3,846 522,778 エネルギー
HCA HEALTHCARE INC 385 9,637 1,309,876 ヘルスケア機器・サービス
JOHNSON & JOHNSON 129 1,999 271,728 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
JPMORGAN CHASE & CO 394 5,660 769,334 銀行
LAM RESEARCH CORP 30 1,482 201,544 半導体・半導体製造装置
LENNAR CORP-CL A 107 1,044 141,958 耐久消費財・アパレル
MEDTRONIC PLC 488 4,072 553,567 ヘルスケア機器・サービス
META PLATFORMS INC-A 540 10,003 1,359,675 メディア・娯楽
MICRON TECHNOLOGY INC 1,629 9,249 1,257,186 半導体・半導体製造装置
MICROSOFT CORP 496 12,680 1,723,500 ソフトウェア・サービス
NORTHROP GRUMMAN CORP 151 7,096 964,583 資本財
PEPSICO INC 195 3,385 460,194 食品・飲料・タバコ
PROCTER & GAMBLE CO 317 4,469 607,497 家庭用品・パーソナル用品
SAMSUNG ELECTRONICS-GDR 144A 108 12,773 1,736,238 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
SEAGATE TECHNOLOGY 537 3,467 471,290 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
TAIWAN SEMICONDUCTOR-SP ADR 1,570 14,097 1,916,068 半導体・半導体製造装置
THE CIGNA GROUP 317 9,102 1,237,237 ヘルスケア機器・サービス
UNITEDHEALTH GROUP INC 210 10,078 1,369,866 ヘルスケア機器・サービス
WELLS FARGO & CO 1,036 4,853 659,709 銀行

小計 株数・金額 12,565 167,693 22,792,965
銘柄数<比率> 27 － <58.7％>

（カナダ） 千カナダ・ドル
SUNCOR ENERGY INC 1,623 7,785 777,774 エネルギー

小計 株数・金額 1,623 7,785 777,774
銘柄数<比率> 1 － < 2.0％>

（香港） 千香港ドル
CHINA CONSTRUCTION BANK-H 18,920 9,460 163,752 銀行
IND & COMM BK OF CHINA - H 16,300 6,683 115,682 銀行

小計 株数・金額 35,220 16,143 279,435
銘柄数<比率> 2 － < 0.7％>

（シンガポール） 千シンガポール・ドル
DBS GROUP HOLDINGS LTD 785 2,629 265,867 銀行
UNITED OVERSEAS BANK LTD 1,295 3,825 386,750 銀行

小計 株数・金額 2,080 6,455 652,618
銘柄数<比率> 2 － < 1.7％>

（イギリス） 千イギリス・ポンド
COMPASS GROUP PLC 1,321 2,532 414,009 消費者サービス
LLOYDS BANKING GROUP PLC 21,938 1,134 185,440 銀行
NATWEST GROUP PLC 4,046 1,190 194,636 銀行
UNILEVER PLC 1,025 4,249 694,733 家庭用品・パーソナル用品

小計 株数・金額 28,330 9,105 1,488,820
銘柄数<比率> 4 － < 3.8％>
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銘柄
当期末

業種等株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

（スイス） 百株 千スイス・フラン 千円
NESTLE SA 411 4,420 641,622 食品・飲料・タバコ
NOVARTIS AG 632 5,014 727,865 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
ROCHE HOLDING AG 227 6,221 903,042 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

小計 株数・金額 1,270 15,657 2,272,530
銘柄数<比率> 3 － < 5.9％>

（タイ） 千タイ・バーツ
KASIKORNBANK PCL-FOREIGN 4,015 56,009 220,676 銀行
SCB X PCL-FOREIGN 4,760 49,742 195,983 銀行

小計 株数・金額 8,775 105,751 416,659
銘柄数<比率> 2 － < 1.1％>

（ユーロ／オランダ） 千ユーロ
AIRBUS SE 220 2,739 395,742 資本財
HEINEKEN NV 417 4,109 593,641 食品・飲料・タバコ
ING GROEP NV-CVA 6,402 8,587 1,240,445 銀行

小計 株数・金額 7,039 15,437 2,229,829
銘柄数<比率> 3 － < 5.7％>

（ユーロ／フランス）
BNP PARIBAS 1,463 9,401 1,357,914 銀行

小計 株数・金額 1,463 9,401 1,357,914
銘柄数<比率> 1 － < 3.5％>

（ユーロ／ドイツ）
BAYERISCHE MOTOREN WERKE AG 978 9,924 1,433,530 自動車・自動車部品
DAIMLER TRUCK HOLDING AG 1,421 4,514 652,076 資本財
MERCEDES-BENZ GROUP AG 1,629 12,313 1,778,577 自動車・自動車部品
SIEMENS AG 195 2,878 415,707 資本財

小計 株数・金額 4,223 29,630 4,279,892
銘柄数<比率> 4 － <11.0％>

ユーロ計 株数・金額 12,726 54,469 7,867,636
銘柄数<比率> 8 － <20.3％>

合計 株数・金額 102,590 － 36,548,440
銘柄数<比率> 49 － <94.1％>

（注１）邦貨換算金額は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。以下同じです。
（注２）邦貨換算金額の<　>内は、当期末の純資産総額に対する株式評価額の比率です。
（注３）株数および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、株数および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。
（注４）業種はＧＩＣＳ分類（産業グループ）によるものです。なお、ＧＩＣＳに関する知的財産所有権はＳ＆ＰおよびMSCI Inc.に帰属し

ます。

(2) 外国（外貨建）投資信託証券

銘柄
当期末

口数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

（アメリカ） 千口 千米ドル 千円
SPDR S&P 500 ETF TRUST 18 7,517 1,021,837

合計 口数・金額 18 7,517 1,021,837
銘柄数<比率> 1 － <2.6％>

（注１）邦貨換算金額の<　>内は、当期末の純資産総額に対する投資信託証券評価額の比率です。
（注２）口数および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、口数および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。
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投資信託財産の構成 2023年３月６日現在

項目
当期末

評価額 比率
千円 ％

株式 36,548,440 94.1
投資信託証券 1,021,837 2.6
コール・ローン等、その他 1,276,618 3.3
投資信託財産総額 38,846,897 100.0
（注１）外貨建資産は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお３月６日における邦貨換算レー

トは、１米ドル135.92円、１カナダ・ドル99.90円、１香港ドル17.31円、１シンガポール・ドル101.10円、１イギリス・ポンド
163.50円、１スイス・フラン145.14円、１タイ・バーツ3.94円、１ユーロ144.44円です。

（注２）外貨建純資産（38,658,730千円）の投資信託財産総額（38,846,897千円）に対する比率は99.5％です。
（注３）評価額の単位未満は切り捨てています。

資産、負債、元本および基準価額の状況
（2023年３月６日現在）

項目 当期末
(Ａ) 資 産 38,846,897,007円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,249,311,877
株 式(評価額) 36,548,440,783
投資信託証券(評価額) 1,021,837,589
未 収 配 当 金 27,306,758

(Ｂ) 負 債 1,558,514
未 払 解 約 金 1,557,704
そ の 他 未 払 費 用 810

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 38,845,338,493
元 本 32,040,481,717
次 期 繰 越 損 益 金 6,804,856,776

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 32,040,481,717口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,124円

（注１）設定元本額 1,000,000円
期中追加設定元本額 33,092,607,705円
期中一部解約元本額 1,053,125,988円

（注２）当マザーファンドの当期末元本額におけるベビーファンド
別内訳は、次の通りです。
ニッセイ／サンダース・グローバルバリュー株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

32,040,481,717円

損益の状況
当期（2022年３月７日～2023年３月６日）
項目 当期

(Ａ) 配 当 等 収 益 476,401,794円
受 取 配 当 金 468,391,384
受 取 利 息 7,407,512
そ の 他 収 益 金 685,384
支 払 利 息 △       82,486

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 4,734,112,202
売 買 益 6,151,885,555
売 買 損 △1,417,773,353

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △    2,854,124
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 5,207,659,872
(Ｅ) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,728,393,000
(Ｆ) 解 約 差 損 益 金 △  131,196,096
(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 6,804,856,776

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 6,804,856,776
（注１）(Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含

みます。
（注２）(Ｅ)追加信託差損益金とは、追加設定をした価額と元本と

の差額をいい、元本を上回る場合は利益として、下回る場
合は損失として処理されます。

（注３）(Ｆ)解約差損益金とは、一部解約をした価額と元本との差
額をいい、元本を下回る場合は利益として、上回る場合は
損失として処理されます。
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指数に関して

■ファンドのベンチマーク等について
・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）
ＭＳＣＩコクサイ・インデックスは、MSCI Inc.が公表しているインデックスです。同インデックスに関
する著作権、知的財産権、その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同インデッ
クスの内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。なお、「円換算ベース」とは同イ
ンデックスをもとに、委託会社が独自に円換算したものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2021年11月10日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークである東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きをほぼ反映して、基準価額は下落しました。

基準価額等の推移
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2021/11第8期首 第8期末

11

第8期首：13,998円
第8期末：13,698円（既払分配金0円）
騰落率：△2.1％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

当ファンドの運用は、引き続き運用の基本方針に従い、「Ｊ－ＲＥＩＴインデックス マザーファンド」受益証券の組み入
れにより行いました。

【「Ｊ－ＲＥＩＴインデックス マザーファンド」の運用経過】
東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目標として運用を行いました。
主としてわが国の取引所に上場している不動産投資信託証券（Ｊ－ＲＥＩＴ）に投資し、取引コストに留意しながらベ
ンチマークの構成比率に合わせたポートフォリオを組成し、当期末時点では東証ＲＥＩＴ指数を構成する全銘柄と東
証ＲＥＩＴ指数先物に投資しています。

当ファンドのポートフォリオ

Ｊ－ＲＥＩＴ市場は下落しました。
期初から2022年３月上旬にかけては、米長期金利の
上昇やウクライナ情勢を巡る地政学リスクへの警戒
感などから株式市場が急落したことで投資家心理が
悪化し、Ｊ－ＲＥＩＴ市場も大きく下落しました。その後は、
日銀が指し値オペを実施し金利上昇を抑制する姿勢
を示したことがＪ－ＲＥＩＴ市場にとっての安心感に繋
がったことや、円建てで高利回りなＪ－ＲＥＩＴの特性に
着目した個人や金融機関等による資金流入がみられ
たことなどから上昇しました。９月以降、世界的な金融
引き締め継続への懸念や、公募増資の発表が相次ぎ
短期的な投資口の供給増加による需給悪化が意識
されたことなどから下落しましたが、期末にかけては株
式市場のリスクオンの流れを受けてＪ－ＲＥＩＴ市場も
反発しました。

3,000

4,000

5,000

6,000

当期末当期首

ベンチマーク
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○組入ファンド
当期末

2022年11月10日
Ｊ－ＲＥＩＴインデックス マザーファンド 99.9％
その他 0.1％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

当ファンドの組入資産の内容

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
99.9％

その他
0.1％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は信託報酬によるものです。

（％）

△4

△3

△2

△1

0

第8期

基準価額
ベンチマーク
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第８期

2021年11月11日～2022年11月10日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 5,586
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

Ｊ－ＲＥＩＴインデックス マザーファンド受益証券への投資を通じて、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）と連動する投資成
果を目標として運用を行います。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年11月11日～2022年11月10日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 27円 0.198％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は13,757円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （21） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （2） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （5） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 0 0.001
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 1 0.005
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 28 0.204
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2021年11月10日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークである東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きをほぼ反映して、基準価額は下落しました。

基準価額等の推移
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第15期首 2021/11
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第15期末
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純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸) 第15期首：21,895円
第15期末：21,469円
騰落率：△1.9％

基準価額の主な変動要因
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投資環境

東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目標として運用を行いました。
主としてわが国の取引所に上場している不動産投資信託証券（Ｊ－ＲＥＩＴ）に投資し、取引コストに留意しながらベ
ンチマークの構成比率に合わせたポートフォリオを組成し、当期末時点では東証ＲＥＩＴ指数を構成する全銘柄と東
証ＲＥＩＴ指数先物に投資しています。

当ファンドのポートフォリオ

Ｊ－ＲＥＩＴ市場は下落しました。
期初から2022年３月上旬にかけては、米長期金利の
上昇やウクライナ情勢を巡る地政学リスクへの警戒
感などから株式市場が急落したことで投資家心理が
悪化し、Ｊ－ＲＥＩＴ市場も大きく下落しました。その後は、
日銀が指し値オペを実施し金利上昇を抑制する姿勢
を示したことがＪ－ＲＥＩＴ市場にとっての安心感に繋
がったことや、円建てで高利回りなＪ－ＲＥＩＴの特性に
着目した個人や金融機関等による資金流入がみられ
たことなどから上昇しました。９月以降、世界的な金融
引き締め継続への懸念や、公募増資の発表が相次ぎ
短期的な投資口の供給増加による需給悪化が意識
されたことなどから下落しましたが、期末にかけては株
式市場のリスクオンの流れを受けてＪ－ＲＥＩＴ市場も
反発しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ 日本ビルファンド投資法人 日本 6.7％
２ ジャパンリアルエステイト投資法人 日本 5.4％
３ 野村不動産マスターファンド投資法人 日本 4.9％
４ 日本都市ファンド投資法人 日本 4.8％
５ 日本プロロジスリート投資法人 日本 4.6％
６ ＧＬＰ投資法人 日本 4.4％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ 大和ハウスリート投資法人 日本 4.1％
８ オリックス不動産投資法人 日本 3.4％
９ ユナイテッド・アーバン投資法人 日本 3.1％
10 東証ＲＥＩＴ指数先物　2212 日本 3.1％

組入銘柄数 62
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

（注２）国別配分においては、上記の他、オフバランスでＪ－ＲＥＩＴ先物を想定元本ベースで純資産総額に対して3.1％買建てております。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

国内投資信託証券
96.9％

J-REIT先物
3.1％

その他
0.0％

○資産別配分

○上位10銘柄

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの基準価額騰落率は概ねベンチマーク騰
落率に連動しました。

（％）
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わが国の取引所に上場している（上場予定を含みます。）不動産投資信託証券に投資し、東証ＲＥＩＴ指数（配当込
み）の動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年11月11日～2022年11月10日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 0円 0.001％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 － －
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 0 0.001
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（21,541円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及びベンチマークは、2021年11月10日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）の動きを反映して、基準価額は下
落しました。

基準価額等の推移
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第8期首：14,424円
第8期末：14,226円（既払分配金0円）
騰落率：△1.4％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

ベンチマーク（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

「グローバルＲＥＩＴインデックス マザーファンド」受益証券を高位に組み入れ運用しました。

【「グローバルＲＥＩＴインデックス マザーファンド」の運用経過】
ベンチマークであるＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）と連動する投資成果を目標として
運用を行いました。
（1）組入比率

取引コストに留意しながらリバランスを実施し、ＲＥＩＴを高位に組み入れ運用を行いました。
（2）ポートフォリオ構成

ポートフォリオの構築に際しては、個別銘柄の構成比を極力ベンチマークに近づけることで連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

海外ＲＥＩＴ市場は、年末商戦期の米小売売上高の好
調などが好感された一方、各国中央銀行のタカ派的
な姿勢やウクライナ情勢の緊迫化などが意識され一
進一退の展開となりましたが、2022年６月中旬にかけ
ては各国の相次ぐ利上げを受けた景気減速懸念など
から下落しました。その後は、米国のインフレ圧力緩和
に伴う金融引き締めペース減速への期待などを背景
に一時反発する場面もありましたが、期末にかけては、
ＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）参加者の政策金
利見通しが積極的な利上げ継続を示唆する内容で
あったことなどから米長期金利が継続的に上昇したこ
とが嫌気され、下落しました。
外国為替市場では、日本と米欧との金融政策姿勢の
違いが意識され、主要通貨に対して円安が進行しました。

100,000
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200,000

250,000

当期首 当期末

ベンチマーク
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○組入ファンド
当期末

2022年11月10日
グローバルＲＥＩＴインデックス マザーファンド 99.9％
その他 0.1％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

当ファンドの組入資産の内容

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
99.9％

その他
0.1％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率は概ねベンチマーク騰落率に
連動しました。
差異の主な要因は、配当課税要因※および信託報酬
要因（いずれもマイナス要因）です。

※ベンチマークの計算に用いられる配当金は税引前である一方、当
ファンドには税引後の配当金が計上されることによる差異です。

（％）

△2.0

△1.5

△1.0

△0.5

0.0

第8期

基準価額
ベンチマーク
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第８期

2021年11月11日～2022年11月10日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 6,370
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

グローバルＲＥＩＴインデックス マザーファンド受益証券への投資を通じて、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当
込み、円換算ベース）と連動する投資成果を目標として運用を行います。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年11月11日～2022年11月10日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 30円 0.198％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は14,914円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （23） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （2） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （5） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 1 0.008
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （1） （0.008）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 2 0.011
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （2） （0.011）

（ｄ） その他費用 6 0.043
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （6） （0.037） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 39 0.260
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2021年11月10日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）の動きを反映して、基準価額は下
落しました。

基準価額等の推移
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5,000

2021/11
12 2022/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

第15期首 第15期末

純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸) 第15期首：24,699円
第15期末：24,409円
騰落率：△1.2％

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ベンチマークであるＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）と連動する投資成果を目標として
運用を行いました。
（1）組入比率

取引コストに留意しながらリバランスを実施し、ＲＥＩＴを高位に組み入れ運用を行いました。
（2）ポートフォリオ構成

ポートフォリオの構築に際しては、個別銘柄の構成比を極力ベンチマークに近づけることで連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

海外ＲＥＩＴ市場は、年末商戦期の米小売売上高の好
調などが好感された一方、各国中央銀行のタカ派的
な姿勢やウクライナ情勢の緊迫化などが意識され一
進一退の展開となりましたが、2022年６月中旬にかけ
ては各国の相次ぐ利上げを受けた景気減速懸念など
から下落しました。その後は、米国のインフレ圧力緩和
に伴う金融引き締めペース減速への期待などを背景
に一時反発する場面もありましたが、期末にかけては、
ＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）参加者の政策金
利見通しが積極的な利上げ継続を示唆する内容で
あったことなどから米長期金利が継続的に上昇したこ
とが嫌気され、下落しました。
外国為替市場では、日本と米欧との金融政策姿勢の
違いが意識され、主要通貨に対して円安が進行しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ PROLOGIS INC アメリカ 8.3％
２ EQUINIX INC アメリカ 4.5％
３ PUBLIC STORAGE アメリカ 3.7％
４ REALTY INCOME CORP アメリカ 3.2％
５ SIMON PROPERTY GROUP アメリカ 3.1％
６ WELLTOWER INC アメリカ 2.5％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ VICI PROPERTIES INC アメリカ 2.5％
８ DIGITAL REALTY TRUST INC アメリカ 2.3％
９ AVALONBAY COMMUNITIES INC アメリカ 1.8％
10 ALEXANDRIA REAL ESTATE EQUIT アメリカ 1.7％

組入銘柄数 324
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

米ドル
77.9％

オーストラリアドル
6.5％

イギリスポンド
4.8％

ユーロ
3.5％

シンガポールドル
3.4％

その他
4.0％

○通貨別配分

アメリカ
77.8％オーストラリア

6.5％

イギリス
4.8％

シンガポール
3.5％

その他
7.5％

○国別配分

外国投資信託証券
99.5％

その他
0.5％

○資産別配分

○上位10銘柄

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率は概ねベンチマーク騰落率に
連動しました。差異の主な要因は、配当課税要因※（マ
イナス要因）です。

※ベンチマークの計算に用いられる配当金は税引前である一方、当
ファンドには税引後の配当金が計上されることによる差異です。
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日本を除く世界各国の不動産投資信託証券に投資し、S＆P先進国REIT指数（除く日本、配当込み、円換算ベー
ス）の動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年11月11日～2022年11月10日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 2円 0.009％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （2） （0.009）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 3 0.011
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （3） （0.011）

（ｃ） その他費用 10 0.038
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （10） （0.038） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 15 0.058
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（25,564円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額及び参考指数は、2022年５月26日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

当ファンドの基準価額は、ブルームバーグ商品指数（円換算ベース）が下落したことから、前期末比で下落しました。

基準価額等の推移
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15,000

17,500

0
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第8期首
6 7 8 9 10 11 12 2023/1 2 3 4

第8期末
5

2022/5
第8期首：14,234円
第8期末：12,635円（既払分配金０円）
騰落率：△11.2％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

参考指数（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

当ファンドの運用につきましては、「グローバル・コモディティ（米ドル建て） マザーファンド」受益証券の組み入れに
より行いました。

【「グローバル・コモディティ（米ドル建て） マザーファンド」の運用経過】
主としてブルームバーグ商品指数（円換算ベース）に概ね連動する投資成果を目標として、償還価格がブルーム
バーグ商品指数の騰落率と概ね連動する米ドル建て債券の組み入れを高位に保つ運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

商品市場は、主要中央銀行による金融引き締めを受
けて先行きの景気後退リスクが意識され、需要鈍化
懸念が強まったことなどから全般的に軟調に推移しま
した。特に天然ガス市場は、世界的な暖冬を背景に冬
場の暖房需要が低調となったことや、米国内での生
産が増加したことなどから大幅に下落しました。
外国為替市場は、日米の長期金利差拡大や金融政
策姿勢の違いなどを背景に円安・米ドル高が進行しま
した。2022年10月中旬以降は、日銀が金融緩和策を
修正し長期金利の変動幅の上限を引き上げたことな
どを受けて円高・米ドル安となりましたが、2023年以
降は米国で早期に利上げが停止するとの見方が後退
したことなどから、通期では円安・米ドル高となりました。

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

当期首 当期末

参考指数
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○組入ファンド
当期末

2023年５月26日
グローバル・コモディティ（米ドル建て） マザーファンド 99.0％
その他 1.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの組入資産の内容

親投資信託証券
99.0％

その他
1.0％

○資産別配分

日本
100.0％

○国別配分

円
100.0％

○通貨別配分

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額（分配金込み）と参考指数の騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

（％）

△30

△20

△10

0

10

第8期

基準価額
参考指数
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第８期

2022年５月27日～2023年５月26日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 6,085
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

分配金

グローバル・コモディティ（米ドル建て） マザーファンド受益証券への投資を通じて､もしくはブルームバーグ商品指
数の騰落率に償還価格が概ね連動する米ドル建て債券へ直接投資することで､ブルームバーグ商品指数(円換
算ベース)と概ね連動する投資成果を目指して運用を行います｡

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年5月27日～2023年5月26日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 27円 0.198％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は13,554円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （21） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （4） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 4 0.030
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （3） （0.025） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 31 0.228
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

当ファンドの基準価額は、ブルームバーグ商品指数（円換算ベース）が下落したことから、前期末比で下落しました。

基準価額等の推移
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第15期首
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第15期首：6,239円
第15期末：5,544円
騰落率：△11.1％

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 参考指数（左軸）

基準価額の主な変動要因

(注)参考指数は、2022年５月26日の値を基準価額に合わせて指数化しています。
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投資環境

主としてブルームバーグ商品指数（円換算ベース）に概ね連動する投資成果を目標として、償還価格がブルーム
バーグ商品指数の騰落率と概ね連動する米ドル建て債券の組み入れを高位に保つ運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

商品市場は、主要中央銀行による金融引き締めを受
けて先行きの景気後退リスクが意識され、需要鈍化
懸念が強まったことなどから全般的に軟調に推移しま
した。特に天然ガス市場は、世界的な暖冬を背景に冬
場の暖房需要が低調となったことや、米国内での生
産が増加したことなどから大幅に下落しました。
外国為替市場は、日米の長期金利差拡大や金融政
策姿勢の違いなどを背景に円安・米ドル高が進行しま
した。2022年10月中旬以降は、日銀が金融緩和策を
修正し長期金利の変動幅の上限を引き上げたことな
どを受けて円高・米ドル安となりましたが、2023年以
降は米国で早期に利上げが停止するとの見方が後退
したことなどから、通期では円安・米ドル高となりました。
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当ファンドの組入資産の内容

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

米ドル
99.2％

円
0.8％

○通貨別配分

アイルランド
46.3％

ルクセンブルク
44.9％

イギリス
3.5％

その他
5.4％

○国別配分

外国債券
98.1％

その他
1.9％

○資産別配分

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

（％）
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0
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第15期

基準価額
参考指数

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ STAR HELIOS 008 10/24/23 アイルランド 45.4％
２ SG ISSUER 031 11/30/23 ルクセンブルク 13.0％
３ SG ISSUER 030 09/29/23 ルクセンブルク 10.7％
４ SG ISSUER 032 01/31/24 ルクセンブルク 10.4％
５ SG ISSUER 033 03/28/24 ルクセンブルク 9.9％
６ BAR USD COM 040 06/30/23 イギリス 3.4％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ IPATH DOW COMM 06/12/36 アメリカ 2.7％
８ ETFS ALL COMMODITIES ジャージー 2.5％
９ ─── － －
10 ─── － －

組入銘柄数 8
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄
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ブルームバーグ商品指数（円換算ベース）と概ね連動する投資成果をめざして運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年5月27日～2023年5月26日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 －円 －％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 2 0.026
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （2） （0.026） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 2 0.026
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（5,945円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2021年10月11日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

当期の基準価額は、2022年１月以降、インフレの高進を背景に、ＦＲＢ（米連邦準備理事会）やＥＣＢ（欧州中央銀
行）による金融引き締めが加速したことや、ロシアによるウクライナ侵攻を受けて地政学リスクが高まる中で、軟調
に推移しました。
戦略別には、エマージング債券などがプラスに寄与した一方、グレーター・チャイナ株式や世界株式Ⅱなどがマイナ
スに影響しました。エマージング債券は、インフレの高進と中央銀行による連続利上げ、地政学リスクの高まりなど
を受けて、ポーランドやハンガリーなど東欧の金利スワップなどがプラスに寄与しました。一方で、グレーター・チャイ
ナ株式は、中国ＡＤＲ（米預託証券）銘柄が上場廃止となる可能性が浮上する中、中国の自動車販売の鈍化が嫌
気されて株価が下落した中国の電気自動車メーカーのロング・ポジションなどがマイナスに影響しました。また、世
界株式Ⅱは、長期金利上昇によるバイオ株に対する売り圧力に加えて、決算実績が市場のコンセンサスを下回り株
価が下落した米国のバイオテクノロジー企業のロング・ポジションなどがマイナスに影響しました。

基準価額等の推移
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第7期首 第7期末
第7期首：10,661円
第7期末：9,937円（既払分配金0円）
騰落率：△6.8％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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株式市場は、2021年末にかけて新型コロナウイルス変異株の感染拡大が懸念される中、米国の良好な経済指標
などを背景に底堅く推移しましたが、年明け以降、インフレの高進を背景にＦＲＢやＥＣＢによる想定を上回る利上げ
の可能性が意識され長期金利が大幅に上昇したほか、ロシア・ウクライナ戦争による地政学リスクが警戒される中
で、大幅に下落しました。また、債券市場は、インフレの高進を背景にＦＲＢやＥＣＢによる利上げが加速するとの見
方が広がったことなどから、下落（利回りは上昇）しました。2022年７月以降は、2023年の利下げ期待から株式お
よび債券市場は上昇に転じる局面もありましたが、金融引き締め加速による景気減速懸念の高まりを受けて下落し
ました。

「ピクテ マルチストラテジー リンク マザーファンド」受益証券を高位に組み入れる運用を行いました。

【「ピクテ マルチストラテジー リンク マザーファンド」の運用経過】
ピクテグループの運用会社が運用する外国投資信託証券「Pictet TR ‒ Diversified Alpha」（以下「PTR ディ
バーシファイド・アルファ・ファンド」といいます。）の基準価額の値動きに概ね連動する円建債券の組み入れを高位
に保つ運用を行いました。

＜円建債券と「PTR ディバーシファイド・アルファ・ファンド」の連動性＞
基準価額への反映期間（2021年10月７日～2022年10月６日）のパフォーマンス
PTR ディバーシファイド・アルファ・ファンド △6.5％
円建債券 △6.7％
差異 △0.2％
差異の要因は、管理報酬等によるものです。
管理報酬控除後の円建債券のパフォーマンスは概ねPTR ディバーシファイド・アルファ・ファンドのパフォーマンス
に連動しています。

投資環境

当ファンドのポートフォリオ
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当ファンドのポートフォリオ

エマージング債券
10.1％
世界株式
9.9％

アジア イベント･ドリブン
8.0％

欧州株式(中型)
7.9％

グローバル･
クオリティ株式

7.6％
グレーター･
チャイナ株式
6.5％スイス株式

6.2％
欧州イベント･ドリブン

5.9％

エマージング･フロンティア債券
5.8％

グローバル
消費関連株式
5.8％

新興国株式
(除くアジア)
5.4％

世界株式Ⅱ
4.5％

為替
4.4％

サステナビリティ株式
3.6％

グローバル･クレジット
3.1％

グローバル債券レラティブバリュー
2.5％

グローバル･ヘルスケア株式
1.6％

合併アービトラージ
1.2％

運用戦略別配分

※配分比率は純資産総額に対する割合です。
※2022年９月末時点のPTR ディバーシファイド・アルファ・ファンドの運用戦
略別配分です。
なお、各戦略については、後掲「各戦略の概要」をご参照ください。
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運用戦略別収益寄与度

※2021年10月７日～2022年10月６日のPTR ディバーシファイド・アルファ・ファンドの運用戦略別収益寄与度です。
※戦略の統合により新興国株式（除くアジア）には欧州新興国株式の寄与度も含まれています。
※グローバル・シクリカル株式は、2021年10月７日～2021年11月16日の寄与度です。
※合併アービトラージは、2022年９月１日～2022年10月６日の寄与度です。
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当ファンドのポートフォリオ

各戦略の概要
戦略名 概要

エマージング債券 エマージング債券市場における収益源泉（為替、金利等）からリターンの獲得を目指す、トータル
リターンアプローチの債券投資戦略。

グレーター・チャイナ株式 グレーター・チャイナ株式（中国、香港、台湾等）市場におけるロング、ショートの組み合わせからリ
ターンの創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

グローバル・クオリティ株式 グローバル株式を対象に企業の「クオリティ」に注目し、クオンツを駆使してポートフォリオを構築
するマーケット・ニュートラル戦略。大型株と流動性の高い銘柄を中心に投資。

グローバル・クレジット 主に流動性が高い投資適格債券を投資対象とするグローバル・クレジット投資戦略。デュレー
ション・リスクを極力抑制し、クレジット・スプレッドの相対価値取引によりリターンの創出を目指す。

グローバル・シクリカル株式 世界株式のうち景気循環セクターに注目し、ロング、ショートの組み合わせからリターンの創出を
目指すマーケット・ニュートラル戦略。

グローバル債券レラティブバリュー
アンコンストレインド（投資制約の緩和された戦略）かつ柔軟なアプローチに基づく債券投資戦
略。ボラティリティを抑制しながら目標リターンの達成を目指す。（主なリターンの源泉は、為替、ク
レジット・スプレッド、金利等）

スイス株式 スイス株式市場におけるロング、ショートの組み合わせからリターンの創出を目指すマーケット・
ニュートラル戦略。

欧州イベント・ドリブン 欧州大型株を中心としたカタリストに着目したマーケット・ニュートラル戦略。カタリストとして、
コーポレート・イベント（Ｍ＆Ａなど）、構造的な勝者と敗者（規制の変更による影響など）等に分類。

欧州株式（中型） 欧州の中型株を中心としたロング、ショートの組み合わせからリターンの創出を目指す株式マー
ケット・ニュートラル戦略。

世界株式 ボトムアップのファンダメンタルズ分析とトップダウンのマクロ分析に基づき、グローバル株のロン
グ、ショートの組み合わせからリターンの創出を目指す戦略。

グローバル消費関連株式
グローバルな株式を対象に、主に消費、テクノロジー、メディア、通信等のセクターにおける消費
関連株式に注目し、ロング、ショートの組み合わせからリターンの創出を目指すマーケット・ニュー
トラル戦略。

世界株式Ⅱ 企業のファンダメンタルズ分析に基づき、グローバルな株式を投資対象としたロング、ショートの
組み合わせからリターンの創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

為替 流動性の高い通貨（Ｇ10および新興国）を対象に、為替スポット、フォワード、オプション等を主要
ツールとして使用し、絶対リターン獲得を目指す為替戦略。

新興国株式（除くアジア） 中東欧、ラテンアメリカ、ＥＭＥＡの新興国株式市場における、ロング、ショートの組み合わせから
リターンの創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

エマージング・フロンティア債券 主にフロンティア市場（南米、東欧、アフリカ、中央アジア、中東、アジア太平洋の国々）を投資対
象とする債券戦略。デュレーション・リスクを抑制し、金利の方向性などからアルファ獲得を目指す。

アジア イベント・ドリブン アジア株式を対象に、カタリスト（コーポレート・イベント（規制変更や株主還元など）、Ｍ＆Ａ等）
に着目したマーケット・ニュートラル戦略。

サステナビリティ株式 米国株式を対象に、サステナビリティの観点に注目し、ロング、ショートの組み合わせからリターン
の創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

グローバル・ヘルスケア株式 グローバル株式を対象に、ヘルスケアセクターにおける株式について、ロング、ショートの組み合
わせからリターンの創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

合併アービトラージ
米国・欧州市場におけるＭ＆Ａ案件に対し、各ディールのプレミアム水準および案件完了に関す
るリスクなどの詳細な分析を行い、裁定取引の機会を発掘することでアルファ獲得を目指す合
併アービトラージ戦略。

＜PTR ディバーシファイド・アルファ・ファンドについては、運用会社からの情報に基づき掲載しています。＞
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○組入ファンド
当期末

2022年10月11日
ピクテ マルチストラテジー リンク マザーファンド 101.2％
その他 △1.2％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
その他
△1.2％

親投資信託証券
101.2％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異
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基準価額水準､市況動向等を考慮して､収益分配は見送りとさせていただきました｡
なお､収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については､運用の基本方針に基づいて運用を行います｡

（１万口当たり・税引前）

項目
第７期

2021年10月12日～2022年10月11日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 892
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

ピクテ マルチストラテジー リンク マザーファンドへの投資を通じて、主としてゴールドマン・サックス・インターナショ
ナルによって設立された海外籍特別目的会社の発行する円建債券に投資し、ピクテグループの運用会社が運用
する外国投資信託証券「Pictet TR - Diversified Alpha」の基準価額の値動きに概ね連動する投資成果を目
指します。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年10月12日～2022年10月11日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 20円 0.198％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は10,336円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （16） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （3） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 4 0.034
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （3） （0.029） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.006） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 24 0.232
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

基準価額等の推移

基準価額の主な変動要因

当期の基準価額は、期初から2021年12月にかけては概ね横ばいで推移したものの、2022年１月以降、インフレの
高進を背景にＦＲＢ（米連邦準備理事会）やＥＣＢ（欧州中央銀行）による金融引き締めが加速したことや、ロシアに
よるウクライナ侵攻を受けて地政学リスクが高まる中で、軟調に推移しました。
戦略別には、エマージング債券などがプラスに寄与した一方、世界株式Ⅱやグレーター・チャイナ株式などがマイナ
スに影響しました。エマージング債券は、インフレの高進と中央銀行による連続利上げ、地政学リスクの高まりなど
を受けて、ポーランドやハンガリーなどの東欧の金利スワップなどがプラスに寄与しました。一方で、世界株式Ⅱは、
長期金利上昇によるバイオ株に対する売り圧力に加えて、決算実績が市場のコンセンサスを下回り株価が下落し
た米国のバイオテクノロジー企業のロング・ポジションなどがマイナスに影響しました。また、グレーター・チャイナ株
式は、中国ＡＤＲ（米預託証券）銘柄が上場廃止となる可能性が浮上する中、中国の自動車販売の鈍化が嫌気さ
れて株価が下落した中国の電気自動車メーカーのロング・ポジションなどがマイナスに影響しました。
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第7期首
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第7期首：10,662円
第7期末：10,043円
騰落率：△5.8％
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投資環境

株式市場は、2021年末にかけて新型コロナウイルス変異株の感染拡大が懸念される中、米国の良好な経済指標
などを背景に底堅く推移しましたが、年明け以降、インフレの高進を背景にＦＲＢやＥＣＢによる想定を上回る利上げ
の可能性が意識され長期金利が大幅に上昇したほか、ロシア・ウクライナ戦争による地政学リスクが警戒される中
で、大幅に下落しました。また、債券市場は、インフレの高進を背景にＦＲＢやＥＣＢによる利上げが加速するとの見
方が広がったことなどから、下落（利回りは上昇）しました。７月以降は、金融引き締め加速による景気減速懸念の
高まりを背景に2023年の利下げ期待から、株式および債券市場は上昇に転じました。

当ファンドのポートフォリオ

ピクテグループの運用会社が運用する外国投資信託証券「Ｐｉｃｔｅｔ ＴＲ ‒ Ｄｉｖｅｒｓｉｆｉｅｄ Ａｌｐｈａ」（以下「PTR ディ
バーシファイド・アルファ・ファンド」ということがあります。）の基準価額の値動きに概ね連動する円建債券の組み入
れを高位に保つ運用を行いました。

＜円建債券と「PTR ディバーシファイド・アルファ・ファンド」の連動性＞
基準価額への反映期間（2021年８月20日～2022年８月22日）のパフォーマンス
PTR ディバーシファイド・アルファ・ファンド △5.7％
円建債券 △5.9％
差異 △0.2％
差異の要因は、管理報酬等によるものです。
管理報酬控除後の円建債券のパフォーマンスは概ねPTR ディバーシファイド・アルファ・ファンドのパフォーマンス
に連動しています。
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当ファンドのポートフォリオ

世界株式
9.9％

エマージング債券
9.5％

アジア イベント・ドリブン
8.1％

グレーター・チャイナ株式
7.4％

グローバル消費関連株式
7.3％

欧州株式（中型）
7.1％世界株式Ⅱ

7.1％
グローバル・クオリティ株式

6.0％

スイス株式
6.0％

欧州イベント・ドリブン
6.0％

エマージング・
フロンティア債券

5.7％

欧州新興国株式
5.5％

グローバル債券レラティブバリュー
3.4％

為替
3.4％

サステナビリティ株式
3.2％

グローバル・クレジット
3.0％

グローバル・ヘルスケア株式
1.4％

運用戦略別配分

※配分比率は純資産総額に対する割合です。
※2022年７月末時点のPTR ディバーシファイド・アルファ・ファンドの運用戦
略別配分です。
なお、各戦略については、後掲「各戦略の概要」をご参照ください。
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運用戦略別収益寄与度

※グローバル・シクリカル株式は、2021年８月26日～2021年11月16日の寄与度です。
※その他の戦略は、2021年８月26日～2022年８月25日の寄与度です。
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当ファンドのポートフォリオ

各戦略の概要
戦略名 概要

エマージング債券 エマージング債券市場における収益源泉（為替、金利等）からリターンの獲得を目指す、トータル
リターンアプローチの債券投資戦略。

グレーター・チャイナ株式 グレーター・チャイナ株式（中国、香港、台湾等）市場におけるロング、ショートの組み合わせからリ
ターンの創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

グローバル・クオリティ株式 グローバル株式を対象に企業の「クオリティ」に注目し、クオンツを駆使してポートフォリオを構築
するマーケット・ニュートラル戦略。大型株と流動性の高い銘柄を中心に投資。

グローバル・クレジット 主に流動性が高い投資適格債券を投資対象とするグローバル・クレジット投資戦略。デュレー
ション・リスクを極力抑制し、クレジット・スプレッドの相対価値取引によりリターンの創出を目指す。

グローバル・シクリカル株式 世界株式のうち景気循環セクターに注目し、ロング、ショートの組み合わせからリターンの創出を
目指すマーケット・ニュートラル戦略。

グローバル債券レラティブバリュー
アンコンストレインド（投資制約の緩和された戦略）かつ柔軟なアプローチに基づく債券投資戦
略。ボラティリティを抑制しながら目標リターンの達成を目指す。（主なリターンの源泉は、為替、ク
レジット・スプレッド、金利等）

スイス株式 スイス株式市場におけるロング、ショートの組み合わせからリターンの創出を目指すマーケット・
ニュートラル戦略。

欧州イベント・ドリブン 欧州大型株を中心としたカタリストに着目したマーケット・ニュートラル戦略。カタリストとして、
コーポレート・イベント（Ｍ＆Ａなど）、構造的な勝者と敗者（規制の変更による影響など）等に分類。

欧州株式（中型） 欧州の中型株を中心としたロング、ショートの組み合わせからリターンの創出を目指す株式マー
ケット・ニュートラル戦略。

世界株式 ボトムアップのファンダメンタルズ分析とトップダウンのマクロ分析に基づき、グローバル株のロン
グ、ショートの組み合わせからリターンの創出を目指す戦略。

グローバル消費関連株式
グローバルな株式を対象に、主に消費、テクノロジー、メディア、通信等のセクターにおける消費
関連株式に注目し、ロング、ショートの組み合わせからリターンの創出を目指すマーケット・ニュー
トラル戦略。

世界株式Ⅱ 企業のファンダメンタルズ分析に基づき、グローバルな株式を投資対象としたロング、ショートの
組み合わせからリターンの創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

為替 流動性の高い通貨（Ｇ10および新興国）を対象に、為替スポット、フォワード、オプション等を主要
ツールとして使用し、絶対リターン獲得を目指す為替戦略。

欧州新興国株式 東欧、ロシア、トルコおよびギリシャを含む欧州圏の新興国市場における、ロング・ショートの組み
合わせからリターンの創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

エマージング・フロンティア債券 主にフロンティア市場（南米、東欧、アフリカ、中央アジア、中東、アジア太平洋の国々）を投資対
象とする債券戦略。デュレーション・リスクを抑制し、金利の方向性などからアルファ獲得を目指す。

アジア イベント・ドリブン アジア株式でカタリスト（コーポレート・イベント（規制変更や株主還元など）、Ｍ＆Ａ等）に着目し
たマーケット・ニュートラル戦略。

サステナビリティ株式 米国株式を対象に、サステナビリティの観点に注目し、ロング、ショートの組み合わせからリターン
の創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

グローバル・ヘルスケア株式 グローバル株式を対象に、ヘルスケアセクターにおける株式について、ロング、ショートの組み合
わせからリターンの創出を目指すマーケット・ニュートラル戦略。

＜PTR ディバーシファイド・アルファ・ファンドについては、運用会社からの情報に基づき掲載しています。＞
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ SIGNUM GENEVA1 0% 12/15/25 ケイマン諸島 97.5％
２ ─── － －
３ ─── － －
４ ─── － －
５ ─── － －
６ ─── － －

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ ─── － －
８ ─── － －
９ ─── － －
10 ─── － －

組入銘柄数 1
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

今後の運用方針

主としてゴールドマン・サックス・インターナショナルによって設立された海外籍特別目的会社の発行する円建債券
への投資を通じて、ピクテグループの運用会社が運用する外国投資信託証券「Pictet TR - Diversified 
Alpha」の基準価額の値動きに概ね連動する投資成果を目指します。

円
100.0%

○通貨別配分

ケイマン諸島
100.0％

○国別配分

国内債券
97.5％

その他
2.5％

○資産別配分

○上位10銘柄
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年8月26日～2022年8月25日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 －円 －％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 3 0.030
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （3） （0.030） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 3 0.030
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（10,548円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2021年７月12日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

主要投資対象である米ドル建債券において、Two Sigmaグループの運用会社が活用する計量モデルに基づき
銘柄選択を行いました。期初はもみ合いで推移しましたが、2021年12月以降は銘柄選択やトレード等が奏功し始
め、2022年１月から２月の市場混乱期は下振れを抑制しつつ、３月以降再び市場の落ち着きと共に着実にパフォー
マンスを積み上げたことから、基準価額は上昇しました。

基準価額等の推移

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

0

10

20

30

40

第5期首 2021/7
8 9 10 11 12 2022/1 2 3 4 5 6

第5期末
7

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸） 第5期首：9,661円

第5期末：10,405円（既払分配金0円）
騰落率：7.7％（分配金再投資ベース）

基準価額の主な変動要因
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当期の米国株式市場は下落しました。期前半は米国でインフラ投資計画が可決されたことや、概ね良好な企業決
算などを背景に上昇し、その後、2021年の年末にかけても底堅い経済指標などを受けて上昇基調を維持しました。
2022年の年明け以降は米国の金融引き締めペースの加速懸念や、ロシアによるウクライナ侵攻を受けて地政学
リスクが高まり、投資家心理が悪化したことから下落する展開となりました。期末にかけては、欧米中央銀行が金融
引き締め姿勢を鮮明にしたことを受け、先行き景気に対する警戒感などが広がり軟調に推移しました。

「米国株式ＬＳマザーファンド」受益証券を高位に組み入れる運用を行いました。

【「米国株式LSマザーファンド」の運用経過】
米ドル建債券の組入比率を高位に保つとともに、対円での為替ヘッジ（米ドル売り／円買い）を行い、米ドル／円の
為替変動に伴うリスクの低減を図りました。米ドル建債券においては、Two Sigmaグループの運用会社が計量モ
デルを活用し、米国の金融商品取引所等に上場している株式等を対象にしたマーケット・ニュートラル戦略による
運用を行い、期前半はロング・エクスポージャーは米ドル建債券の時価総額比で170％前後、ショート・エクスポー
ジャーは150％前後で推移しました。期後半は、ロング・エクスポージャーは180％前後、ショート・エクスポージャー
は150％程度から180％程度で推移しました。

投資環境

当ファンドのポートフォリオ
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○組入ファンド
当期末

2022年７月11日
米国株式LSマザーファンド 99.7％
その他 0.3％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
その他
0.3％

親投資信託証券
99.7％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異
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基準価額水準､市況動向等を考慮して､収益分配は見送りとさせていただきました｡
なお､収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については､運用の基本方針に基づいて運用を行います｡

（１万口当たり・税引前）

項目
第５期

2021年７月13日～2022年７月11日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 405
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

米国株式LSマザーファンド受益証券への投資を通じて、主としてUBS AG ロンドン支店が組成を取りまとめた海
外籍特別目的会社（SPC）の発行する米ドル建債券（以下「米ドル建債券」といいます。）に投資し、米国の金融商
品取引所等に上場している株式等の買建（ロングポジション）と売建（ショートポジション）を組み合わせたマーケッ
ト・ニュートラル戦略による運用を行います。
実質組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を目指します。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年7月13日～2022年7月11日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 20円 0.197％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は10,049円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （15） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （3） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 3 0.033
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （3） （0.027） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 23 0.230
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

基準価額等の推移

基準価額の主な変動要因

主要投資対象である米ドル建債券において、Two Sigmaグループの運用会社が活用する計量モデルに基づき
銘柄選択を行いました。期初はもみ合いで推移しましたが、2021年12月以降は銘柄選択やトレード等が奏功し始
め、2022年１月から２月の市場混乱期は下振れを抑制しつつ、３月以降再び市場の落ち着きと共に着実にパフォー
マンスを積み上げたことから、基準価額は上昇しました。
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純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

第5期首：9,712円
第5期末：10,481円
騰落率：7.9％
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投資環境

当期の米国株式市場は下落しました。期前半は米国でインフラ投資計画が可決されたことや、概ね良好な企業決
算などを背景に上昇し、その後、2021年の年末にかけても底堅い経済指標などを受けて上昇基調を維持しました。
2022年の年明け以降は米国の金融引き締めペースの加速懸念や、ロシアによるウクライナ侵攻を受けて地政学
リスクが高まり、投資家心理が悪化したことから下落する展開となりました。期末にかけては、欧米中央銀行が金融
引き締め姿勢を鮮明にしたことを受け、先行き景気に対する警戒感などが広がり軟調に推移しました。

当ファンドのポートフォリオ

米ドル建債券の組入比率を高位に保つとともに、対円での為替ヘッジ（米ドル売り／円買い）を行い、米ドル／円の
為替変動に伴うリスクの低減を図りました。米ドル建債券においては、Two Sigmaグループの運用会社が計量モ
デルを活用し、米国の金融商品取引所等に上場している株式等を対象にしたマーケット・ニュートラル戦略による
運用を行い、期前半はロング・エクスポージャーは米ドル建債券の時価総額比で170％前後、ショート・エクスポー
ジャーは150％前後で推移しました。期後半は、ロング・エクスポージャーは180％前後、ショート・エクスポージャー
は150％程度から180％程度で推移しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ STAR HELIOS 004 10/18/22 アイルランド 98.4％
２ ─── － －
３ ─── － －
４ ─── － －
５ ─── － －
６ ─── － －

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ ─── － －
８ ─── － －
９ ─── － －
10 ─── － －

組入銘柄数 1
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

今後の運用方針

UBS AG ロンドン支店が組成を取りまとめた海外籍特別目的会社（SPC）の発行する米ドル建債券への投資を
通じて、主として米国の金融商品取引所等に上場している株式等の買建（ロングポジション）と売建（ショートポジ
ション）を組み合わせたマーケット・ニュートラル戦略による運用を行います。
組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を目指します。

米ドル
98.4％

円
1.6％

○通貨別配分

アイルランド
100.0％

○国別配分

外国債券
98.4％

その他
1.6％

○資産別配分

○上位10銘柄
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年7月13日～2022年7月11日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 －円 －％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 3 0.027
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （3） （0.027） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 3 0.027
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（10,113円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2022年５月26日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

当ファンドの基準価額は、ブルームバーグ商品フォワード指数※の騰落率がブルームバーグ商品指数の騰落率を上
回ったため、前期末比で上昇しました。

※ブルームバーグ商品指数と構成商品（エネルギー、穀物、非鉄、貴金属等に係る各種商品先物）および構成比率を同一としながら、異なる限
月の商品先物で構成された指数です。

基準価額等の推移
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第4期首：11,360円
第4期末：12,591円（既払分配金0円）
騰落率：10.8％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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商品市場は、主要中央銀行による金融引き締めを受けて先行きの景気後退リスクが意識され、需要鈍化懸念が
強まったことなどから全般的に軟調に推移しました。特に天然ガス市場では、2022年から2023年にかけて冬場の
気温が平年を上回るなど良好な気象条件の下で暖房需要が低調であったことや、米国内での生産量の増加など
を受けて、期近物を中心に大きく下落しました。さらに、事故により稼働を停止した一部ＬＮＧ（液化天然ガス）輸出
プラントの再開が予想以上に遅れたことの影響で足もとの在庫増加が懸念されたこともあり、期近物の価格下落
幅が期先物を上回り、当ファンドのリターンにプラスに寄与しました。

当ファンドの運用につきましては、「コモディティLSアルファ・マザーファンド」受益証券の組み入れにより行いました。

【「コモディティLSアルファ・マザーファンド」の運用経過】
主としてブルームバーグ商品指数の騰落率とブルームバーグ商品フォワード指数の騰落率の差に基づいて償還
価格が決定される円建債券※への投資を通じて、ブルームバーグ商品指数とブルームバーグ商品フォワード指数
の間でロング・ショート戦略に基づく運用を行い、絶対収益の獲得を目指して運用を行いました。

※主としてブルームバーグ商品指数の騰落率に一定数を乗じた数値と、ブルームバーグ商品フォワード指数の騰落率に一定数を乗じた数値
の差に基づいて償還価格が決定される円建の債券です。なお、夫々の指数騰落率に乗じる一定数は同値です。

投資環境

当ファンドのポートフォリオ
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○組入ファンド
当期末

2023年５月26日
コモディティLSアルファ・マザーファンド 99.0％
その他 1.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
99.0％

その他
1.0％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異
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基準価額水準､市況動向等を考慮して､収益分配は見送りとさせていただきました｡
なお､収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については､運用の基本方針に基づいて運用を行います｡

（１万口当たり・税引前）

項目
第４期

2022年５月27日～2023年５月26日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 2,591
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

コモディティLSアルファ・マザーファンド受益証券への投資を通じて、主としてブルームバーグ商品指数の騰落率と
ブルームバーグ商品フォワード指数（以下、「フォワード指数※１」といいます。）の騰落率の差に基づいて償還価格
が決定される円建債券※２（以下、「円建債券」といいます。）に投資します。
円建債券への実質投資を通じて、ブルームバーグ商品指数とフォワード指数の間でロング・ショート戦略に基づく運
用を行い、絶対収益の獲得を目指します。

※１ この投資信託においてフォワード指数とは、ブルームバーグ商品指数と構成商品（エネルギー、穀物、非鉄、貴金属等に係る各種商品先
物）及び構成比率を同一としながら、異なる限月の商品先物で構成された指数をいいます。

※２ 運用効率の向上を目的として、主としてブルームバーグ商品指数の騰落率に一定数を乗じた数値とフォワード指数の騰落率に一定数を乗
じた数値の差に基づいて償還価格が決定される円建の債券に投資することがあります。なお、この場合、夫々の指数騰落率に乗じる一定
数は同値とします。

分配金

今後の運用方針

－ 603 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   603添付ファンド_9pt_974694.indd   603 2023/08/24   13:37:572023/08/24   13:37:57



1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年５月27日～2023年５月26日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 24円 0.198％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は11,872円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （18） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （4） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 4 0.031
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （3） （0.026） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 28 0.229
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

基準価額等の推移

基準価額の主な変動要因

当ファンドの基準価額は、ブルームバーグ商品フォワード指数※の騰落率がブルームバーグ商品指数の騰落率を上
回ったため、前期末比で上昇しました。

※ブルームバーグ商品指数と構成商品（エネルギー、穀物、非鉄、貴金属等に係る各種商品先物）および構成比率を同一としながら、異なる限
月の商品先物で構成された指数です。
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投資環境

商品市場は、主要中央銀行による金融引き締めを受けて先行きの景気後退リスクが意識され、需要鈍化懸念が
強まったことなどから全般的に軟調に推移しました。特に天然ガス市場では、2022年から2023年にかけて冬場の
気温が平年を上回るなど良好な気象条件の下で暖房需要が低調であったことや、米国内での生産量の増加など
を受けて、期近物を中心に大きく下落しました。さらに、事故により稼働を停止した一部ＬＮＧ（液化天然ガス）輸出
プラントの再開が予想以上に遅れたことの影響で足もとの在庫増加が懸念されたこともあり、期近物の価格下落
幅が期先物を上回り、当ファンドのリターンにプラスに寄与しました。

当ファンドのポートフォリオ

主としてブルームバーグ商品指数の騰落率とブルームバーグ商品フォワード指数の騰落率の差に基づいて償還
価格が決定される円建債券※への投資を通じて、ブルームバーグ商品指数とブルームバーグ商品フォワード指数
の間でロング・ショート戦略に基づく運用を行い、絶対収益の獲得を目指して運用を行いました。

※主としてブルームバーグ商品指数の騰落率に一定数を乗じた数値と、ブルームバーグ商品フォワード指数の騰落率に一定数を乗じた数値
の差に基づいて償還価格が決定される円建の債券です。なお、夫々の指数騰落率に乗じる一定数は同値です。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ ＳＴＡＲ ＨＥＬＩＯＳ ０％ ０７/１３/２３ アイルランド 97.9％
２ ソシエテ・ジェネラル ０％ ２０２３/０６/３０ イギリス 1.6％
３ ─── － －
４ ─── － －
５ ─── － －
６ ─── － －

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ ─── － －
８ ─── － －
９ ─── － －
10 ─── － －

組入銘柄数 2
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

今後の運用方針

主としてブルームバーグ商品指数の騰落率とブルームバーグ商品フォワード指数（以下、「フォワード指数※１」とい
います。）の騰落率の差に基づいて償還価格が決定される円建債券※２への投資を通じて、ブルームバーグ商品指
数とフォワード指数の間でロング・ショート戦略に基づく運用を行い、絶対収益の獲得を目指します。

※１ この投資信託においてフォワード指数とは、ブルームバーグ商品指数と構成商品（エネルギー、穀物、非鉄、貴金属等に係る各種商品先
物）及び構成比率を同一としながら、異なる限月の商品先物で構成された指数をいいます。

※２ 運用効率の向上を目的として、主としてブルームバーグ商品指数の騰落率に一定数を乗じた数値とフォワード指数の騰落率に一定数を乗
じた数値の差に基づいて償還価格が決定される円建の債券に投資することがあります。なお、この場合、夫々の指数騰落率に乗じる一定
数は同値とします。

円
100.0％

○通貨別配分

アイルランド
98.4％

イギリス
1.6％

○国別配分

国内債券
99.5％

その他
0.5％

○資産別配分

○上位10銘柄
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年5月27日～2023年5月26日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 －円 －％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 3 0.026
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （3） （0.026） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 3 0.026
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（11,872円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2022年３月10日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

当期の米国株式イントラデイ・トレンド戦略※のリターンがプラスとなったことから、当ファンドの基準価額は上昇しま
した。

※米国株式市場の１日の取引時間中の値動きを捉えることを目的とする戦略をいいます。具体的には、一定のルールに従って株式市場が一定
率以上上昇した場合には買い建てポジションを、一定率以上下落した場合には売り建てポジションを構築し、全てのポジションを当該取引日
の終了時までに解消する戦略です。

基準価額等の推移
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第3期首：7,848円
第3期末：8,969円（既払分配金0円）
騰落率：14.3％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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米国株式市場は、欧米の対ロシア経済制裁による世界経済の減速懸念や、世界的なインフレ高進を受けた金融
引き締め加速への警戒感から2022年６月にかけて下落しました。その後は一時反発する場面もありましたが、ＦＲＢ
（米連邦準備理事会）の過度な金融引き締めによる景気後退リスクが意識されたことなどから、９月にかけて再び
下落しました。しかし、10月以降は、ＣＰＩ（消費者物価指数）の伸びが鈍化したことなどから、利上げ幅の縮小や先
行きの利上げ停止が期待されたことで下げ幅を縮小しました。

当ファンドの運用につきましては、「米国株式イントラデイ・トレンド戦略マザーファンド」受益証券の組み入れにより
行いました。

【「米国株式イントラデイ・トレンド戦略マザーファンド」の運用経過】
主として米国株式イントラデイ・トレンド戦略に基づいて償還価格が決定される円建債券への投資を通じて、米国
株式市場の１日の取引時間中の値動きを捉えることを目的とする運用を行い、収益の積み上げを目指しました。

投資環境

当ファンドのポートフォリオ
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○組入ファンド
当期末

2023年３月10日
米国株式イントラデイ・トレンド戦略マザーファンド 99.1％
その他 0.9％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
99.1％

その他
0.9％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異
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基準価額水準､市況動向等を考慮して､収益分配は見送りとさせていただきました｡
なお､収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については､運用の基本方針に基づいて運用を行います｡

（１万口当たり・税引前）

項目
第３期

2022年３月11日～2023年３月10日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） －
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

米国株式イントラデイ・トレンド戦略マザーファンド受益証券への投資を通じて、主として米国株式イントラデイ・トレ
ンド戦略に基づいて償還価格が決定される円建債券（以下、「円建債券」といいます。）に投資します。
円建債券への実質投資を通じて、米国株式市場の１日の取引時間中の値動きを捉えることを目的とする運用を行
い、収益の積み上げを目指します。

分配金

今後の運用方針

－ 623 －

添付ファンド_9pt_974694.indd   623添付ファンド_9pt_974694.indd   623 2023/08/24   13:38:012023/08/24   13:38:01



1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年3月11日～2023年3月10日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 17円 0.198％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は8,602円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （13） （0.154） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （3） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 4 0.050
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （4） （0.044） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 21 0.248
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

基準価額等の推移

基準価額の主な変動要因

当期の米国株式イントラデイ・トレンド戦略※のリターンがプラスとなったことから、当ファンドの基準価額は上昇しま
した。

※米国株式市場の１日の取引時間中の値動きを捉えることを目的とする戦略をいいます。具体的には、一定のルールに従って株式市場が一定
率以上上昇した場合には買い建てポジションを、一定率以上下落した場合には売り建てポジションを構築し、全てのポジションを当該取引日
の終了時までに解消する戦略です。
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投資環境

米国株式市場は、欧米の対ロシア経済制裁による世界経済の減速懸念や、世界的なインフレ高進を受けた金融
引き締め加速への警戒感から2022年６月にかけて下落しました。その後は一時反発する場面もありましたが、ＦＲＢ
（米連邦準備理事会）の過度な金融引き締めによる景気後退リスクが意識されたことなどから、９月にかけて再び
下落しました。しかし、10月以降は、ＣＰＩ（消費者物価指数）の伸びが鈍化したことなどから、利上げ幅の縮小や先
行きの利上げ停止が期待されたことで下げ幅を縮小しました。

当ファンドのポートフォリオ

主として米国株式イントラデイ・トレンド戦略に基づいて償還価格が決定される円建債券への投資を通じて、米国
株式市場の１日の取引時間中の値動きを捉えることを目的とする運用を行い、収益の積み上げを目指しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ STAR HELIOS 0％ 10/18/23 アイルランド 98.7%
２ ─── － －
３ ─── － －
４ ─── － －
５ ─── － －
６ ─── － －

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ ─── － －
８ ─── － －
９ ─── － －
10 ─── － －

組入銘柄数 1
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

今後の運用方針

主として米国株式イントラデイ･トレンド戦略に基づいて償還価格が決定される円建債券への投資を通じて､米国
株式市場の1日の取引時間中の値動きを捉えることを目的とする運用を行い､収益の積み上げを目指します｡

円
100.0％

○通貨別配分

アイルランド
100.0％

○国別配分

国内債券
98.7％

その他
1.3％

○資産別配分

○上位10銘柄
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2022年3月11日～2023年3月10日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 －円 －％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 4 0.045
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （4） （0.045） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、信託事務の処理等に要するその他諸費用

合計 4 0.045
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（8,622円）で除して100を乗じたものです。
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